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はじめに 
 
県教育委員会では、とちぎの子どもたちが未来に夢や希望を描き、それを実現でき

る力を培うことを目指して、平成２３年３月に「とちぎ教育振興ビジョン（三期計画）」

を策定し、「とちぎの子どもたちを 自らの力で 自分の未来を 力強く切り拓いて

いける人間に育てます」の基本理念の下、確かな学力の育成のための諸施策を実施し

てきました。 

このような中、平成２６年度からはこれまでの取組を発展させた「とちぎっ子学力

アッププロジェクト」を本格的に実施しています。本プロジェクトは、全員参加方式

による「とちぎっ子学習状況調査」を要として、小・中学校９年間の学びの連続性を

重視した本県独自の学力向上システムを構築し、児童生徒一人一人の学力向上に資す

ることを目的としており、市町教育委員会の協力を得ながら各種事業を展開していま

す。 

その事業の一つである、学力向上アドバイザー派遣事業は、学習指導及び組織マネ

ジメント等について豊富な知識と経験を有する学力向上アドバイザーを全公立小・

中学校に派遣し、とちぎっ子学習状況調査の効果的な活用や、学習指導における

検証改善サイクルの構築・運用が促進されるよう各学校への支援を行うものです。

平成２６年度は、１０名の学力向上アドバイザーを、県内公立小・中学校の約

３分の１に当たる１７７校に派遣し、学力向上に向けた学校の主体的な取組へ

の支援を行いました。 

本資料は、学力向上アドバイザー派遣指定校で実践されている特色ある取組

を広く県内に紹介することで、学校における学力向上に向けた取組の参考にし

ていただくことをねらいに作成しました。各学校の実情に応じて御活用くださ

い。 

最後に、本資料の作成に御協力いただいた学力向上アドバイザー派遣指定校

及び関係市町教育委員会の皆様に深く感謝申し上げます。 

 

平成２７年３月 

栃木県教育委員会事務局学校教育課長  

宇梶 宏美  
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Ⅰ 資料の活用に当たって 

 
１ 作成の目的 

  学力向上アドバイザー派遣指定校において実践されている特色ある事例を紹介すること

で、各学校が学力向上の検証改善サイクルの確実な構築・運用に取り組む際に役立ててい

ただくことをねらいとして、本事例集を作成しました。 
 
２ 資料の構成 

 (1) ｐ.２、ｐ.３には、各学校が計画的に学力向上の取組を実施できるよう、１年間を見通した学

力向上の取組例を掲載しました。また、図の上下に各事例の表題とページ番号を掲載しました。 
 (2) ｐ.４～ｐ.２４には、学力向上の検証改善サイクルを構築・運用するために重要であると考え

た五つの内容ごとに実践事例を掲載しました。 
 (3) ｐ.２５、ｐ.２６には、学力向上アドバイザーが学校を訪問した際に活用した調査結果の分析

資料を、参考として掲載しました。 
 
３ 資料の活用例 

 (1) 学力向上の検証改善サイクルの構築や円滑な運用を図るための参考資料とします。 

 (2) 学力向上に関する諸計画及び資料を作成する際の参考資料とします。 

 (3) 学習指導改善のための参考資料とします。 

 (4) 校内研修などで、教員の指導力向上を図るための参考資料とします。 

 

４ 活用する際の留意点 

(1) 教育目標の具現化のためには、検証改善サイクルを確実に構築・運用することが重要です。

本資料は、学校が主体的に推進している学力向上の検証改善サイクルの構築・運用の取組を紹

介していますので、ぜひ参考にしてください。 

(2) 本資料に掲載されている事例は、当該学校の実態に即した取組です。自校への導入に当たっ

ては、各学校の児童生徒の実態や家庭・地域の実情に応じて取組を見直したり、新たな指導内

容を追加したりするなど、必要に応じ自校化を図ってください。 

(3) 児童生徒の学力向上を図るためには、学習の基盤となる学級を学びに向かう集団となるよう

指導する必要があります。本資料とともに、県教育委員会が作成した指導資料「学業指導の充

実に向けて」（平成２４年３月）、「学業指導の充実～子どもが意欲的に取り組む授業づくり

を通して～」（平成２６年３月）等を参考にしてください。 

(4) 本資料は、県教育委員会のホームページに掲載しています。学校及び関係機関においては、

必要に応じてダウンロードして活用してください。 
http://www.pref.tochigi.lg.jp/m04/tochigikko.html 
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化に学校全体で取

り組んだ事例（p.4） 
 

４ 「授業づくり１０

か条」を設定し、分

かりやすい授業づ

くりに取り組んだ

事例（p.7） 

２ 授業研究会の持

ち方の工夫に取り

組んだ事例（p.5） 

３ 学力向上のため

に校内学力向上委

員会を立ち上げて、

校内組織を機能さ

せた事例（p.6） 

１ 調査結果を学級

ごとに分析し、学級

の実態に即した取

組を行った事例 
（p.9） 

 

１ 「学力向上ファイ

ル」を作成し、個人

票やフォローアッ

プシートの活用を

図った事例（p.12） 

２ ワークショップ

形式の校内研修で

学力向上改善プラ

ンの作成に取り組

んだ事例（p.10） 

（※）ＦＵＳ＝フォローアップシート 

 

 

 

 

 

 

（※） 
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５ 家庭との連携 ４ 授業改善 

１ 保護者への啓発資

料などを工夫し、家

庭学習の充実を図っ

た事例（p.21） 

２ 研究授業を通し

て教員の協力体制

を強め、授業研究会

の活性化に取り組

んだ事例（p.15） 

１ 独自の授業研究シ

ステムを構築し、授

業改善に取り組んだ

事例（p.14） 

３ 言語活動を通し

て、自ら学び、自分の

考えを表現できる児

童の育成に取り組ん

だ事例（p.16） 

３ 家庭学習プロジェ

クトなどの取組によ

り、家庭学習の習慣

化を図った事例 
（p.23） 

２ 小・中学校が協力

して資料を作成する

など、特色ある取組
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った事例（p.22） 

４ ノート指導の充実

に取り組んだ事例 
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４ 自主学習ノート

の指導に力を入
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（p.24） 

７ 生徒質問紙で課

題のあった項目を

意識し、授業改善

に取り組んだ事例 
（p.20） 

５ 「思考力・判断

力・表現力」につ

いて重点的に指導

する単元一覧を作
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６ 難易度の高い

課題に挑戦しよ

うとする意欲の

向上に取り組ん
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Ⅱ １年間を見通した学力向上の取組例 

中央の表の上段は、とちぎっ子学力アッププロジェクトの各事業に関わる取組例や文書の作成・提出時期等を示

し、下段は、学力向上アドバイザー派遣指定校の取組例や文書の作成・提出時期等を示しています。 
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３ 児童生徒へのフィード
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の向上に取り組んだ

事例（p.8） 

３ 学力向上改善プラ

ンの中間評価を実施
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ドバックの充実に取
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・プラン作成 
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４ 「授業づくり１０

か条」を設定し、分

かりやすい授業づ

くりに取り組んだ

事例（p.7） 

２ 授業研究会の持

ち方の工夫に取り

組んだ事例（p.5） 

３ 学力向上のため

に校内学力向上委

員会を立ち上げて、

校内組織を機能さ

せた事例（p.6） 

１ 調査結果を学級

ごとに分析し、学級

の実態に即した取

組を行った事例 
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１ 「学力向上ファイ

ル」を作成し、個人
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プシートの活用を

図った事例（p.12） 
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形式の校内研修で

学力向上改善プラ

ンの作成に取り組

んだ事例（p.10） 
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■学校の概要 

工業団地に隣接した中規模校である。 
以前から学力向上への意識が高く、算数科の指導を

中心として、学力向上支援員の力を借りて T.Tの学習

などを進め、基礎的・基本的な知識・技能の確実な定

着を目指している。また、学びに向かう集団づくりの

一つとして、授業への意欲を高めるめあての提示の工

夫に全教員で取り組んでいる。 
 

■取組の内容 

この学校は、今日必要とされている思考力・判断力・

表現力等を十分育む授業を実践していくことを目指し

ている。そのためには、教師の指導力を向上させるた

めに、教員が一堂に会して意見を順番に述べるような

従来の研究会の形から、より活発に議論を交わすこと

ができる研究会へと改善していく必要があると考えた。

さらに、授業改善の視点に注目することに加え、授業

全体の流れを大切にして改善を図ることが重要である

と考え、次のような取組を行っている。 
１ 研究授業の実践までの取組 

・授業研究会を改善し、質を高めていくことを全教

員で確認した。 
・年間３回の授業研究会を実施し、１回で２授業を

行った。 

・研究授業に向けた事前授業や指導案検討会を、各

学年で実施した。 
２ 授業研究会の工夫 

(1) 話合いの充実に向けたメンバー構成や数 

話合いを４名の小グループで実施することによ

り、全員が話合いに加わり、若い教員からも活発な

意見が出るようになった。検討内容を全ての学年に

周知するため、話合いでは、各グループに低・中・

高それぞれの学年のメンバーが必ず入るようにし

た。 

(2) グループ協議を進行するリーダーの育成 

学年主任など、経験豊かな教員が司会を行うこと

で、充実した話合いができるようにした。 
(3) 作業シートの工夫 

授業１時間の流れを時系列で振り返ることができ

るよう作業シート（時系列記録用紙）を工夫した。

これまでの授業研究会でも、研究テーマに基づき、

発問や児童の発言の取り上げ方、板書などといった

視点ごとに話合いが行われていた。この学校は、そ

れに加えて、授業全体の流れから授業の良さや改善

点を捉えたり児童の思考の流れを捉えたりすること

が大切で

あると考

え、参観

者が気付

いたこと

を記録し

た付箋を

拡大した

指導案に

貼り付けることで、授業の流れに即して話合いがで

きるようにした。 
３ 授業研究会での話合いの実際 

 グループでの話合いは、少人数であれば話す機会も

多く活発なものとなるが、話合いの質が問われること

になる。 
各グループに経験豊かな教諭が入りリーダーとして

話合いを進めているため、話合いの深まりが見られた。

また、時系列記録用紙に気付いたことを記入していく

ことで、児童の思考の流れを意識しながら授業全体で

本時の目標が達

成されたか、不

十分であればど

こに原因がある

かなどを話し合

うことができ

た。 
 
 

 １ 校内体制の構築                                    

事例２ 〔小学校〕授業研究会の持ち方の工夫に取り組んだ事例 

■取組のポイント 

 

 
○ 教師の指導力を向上させる授業研究会の持ち方を工夫した。 

○ 教師の意見等を記録する用紙を時系列にすることで授業の流れを重視した話合いを実現した。 

まとめ 

◆ 授業研究会をよりよいものに改善していこうと

いう意識を全教員がも持つことで、組織としての

取組が高められていきます。 

◆ この事例のように、作業シートを工夫したり話

合いのグループを意図的に構成したりすること

で、視点が明確で深まりのある協議を行うことが

できます。 

グループ協議の様子 

時系列記録用紙を使ったグループ協議 

 

 

■学校の概要 

豊かな自然に囲まれた小規模の小学校である。地域の

方々は学校に協力的で、児童との交流やボランティア活

動が盛んに行われている。 

学校全体で、学力向上に関する取組の内容や方法につ

いて研究を進めている。 

 

■取組の内容 

１ 校内体制の構築 

この学校は、学校経営の中で学力向上を重点課題の一

つとして捉え、学校全体で取り組んでおり、本年度は、

学力向上担当者を校務分掌に位置付けた。 

学力向上担当者は、学習指導に専念し、学級担任を兼務

せず、３年生以上の全てのクラスに T.Tとして入ってい

る。学力向上担当者が、全てのクラスに入ることで、課

題の共有化を図るとともに、その課題を解決するための

手立てについて提案しやすくなる。 

また、日頃から教員間のコミュニケーションを促進する

役目も果たすことで、教員同士が活発に話し合い、校内

研修の活性化が図られている。 

２ 学力向上担当者を中心とした組織的な取組  

(1) 授業力向上の取組 

①  校内研修の活性化 

  担当者が研修啓発資 

料「学校課題研究通信」 

を計画的に発行してい

る（年間１５回）。本資

料は、課題解決のための

指導法の紹介や授業研

究会に臨む視点など、校

内研修の活性化を目指

した内容である。 

② 自主研修の日常化 

   授業に関する日常的

な学び合いの場として、

「○○・文殊の知恵タイ

ム」（金曜日１５分間）

を設定し自主研修を行

っている。教員が抱えて

いる授業の悩みや効果

的な指導法などの情報

交換の場となっている。 

(2) 基礎・基本の確実な定着を図る取組 

① 全校体制での取組「スキルタイム」 

   基礎・基本の定着を図るために、朝の学習として

実施している。学年以外の教員も指導に当たり、個

に応じた支援の充実を図っている。 

② 基礎力テストの作成・実施 

   国語・算数の基礎力の向上を図るために、基礎力

テストを１０月～２月の計５回実施した。児童には

「基礎力テストの歩み」に結果を記録させ目標を持

って取り組ませている。テスト問題は、「とちぎの子

どもの基礎・基本」を参考にして、学年で分担して

作成している。 

(3) 家庭との連携・協力を図る取組 

  家庭学習の習慣化

と保護者の理解・協力

を得るために、「家庭

学習本気週間」を計画

し、年３回（１０月、１１

月、１月）実施した。ま

た、本取組と連動して、

「親子読書週間」も実

施した。これらの取組

について保護者の理

解を一層得るために、

家庭啓発通信（年１５

回）を発行した。 

(4) 学力向上改善プランの中間的検証・評価の取組 

  学力向上改善プランの重点的な取組の中の「家庭学

習の充実」「親子読書」については、強化週間後に親子

で記入した「○○週間シート」を回収し、中間的な検

証・評価を行った。このことは、担任が児童への指導や

保護者への働きかけなどを振り返るよい機会となった。 

 

 １ 校内体制の構築                                                                   

事例１ 〔小学校〕学力向上担当者を中心に、学力向上改善プランの具現化に学校全体で取り組んだ事例 

■取組のポイント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 学力向上推進の核となる学力向上担当者を校務分掌に位置付け、学校全体の取組の活性化を図った。 
○ 学力向上担当者を中心に授業力の向上、基礎・基本の確実な定着を図る取組、家庭との連携・協力を推進した。 
○ 具体策に関するアンケート等により、学力向上改善プランの検証、評価を行い、プランの具現化に取り組んだ。 

まとめ 

◆ 学力向上担当者を、学力向上の推進役とし

て、校務分掌に位置付けることで、学力向上改

善プランの具現化を図るための手立ての提案

がしやすくなります。また、教員間のコミュニ

ケーションを促進することで、組織的な取組を

さらに充実させることができます。 

○○ 

自主学習の内容や

時間を記入する。 

保護者にコメント

を書いていただく。 

Ⅲ 実践事例 
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■学校の概要 

工業団地に隣接した中規模校である。 
以前から学力向上への意識が高く、算数科の指導を

中心として、学力向上支援員の力を借りて T.Tの学習

などを進め、基礎的・基本的な知識・技能の確実な定

着を目指している。また、学びに向かう集団づくりの

一つとして、授業への意欲を高めるめあての提示の工

夫に全教員で取り組んでいる。 
 

■取組の内容 

この学校は、今日必要とされている思考力・判断力・

表現力等を十分育む授業を実践していくことを目指し

ている。そのためには、教師の指導力を向上させるた

めに、教員が一堂に会して意見を順番に述べるような

従来の研究会の形から、より活発に議論を交わすこと

ができる研究会へと改善していく必要があると考えた。

さらに、授業改善の視点に注目することに加え、授業

全体の流れを大切にして改善を図ることが重要である

と考え、次のような取組を行っている。 
１ 研究授業の実践までの取組 

・授業研究会を改善し、質を高めていくことを全教

員で確認した。 
・年間３回の授業研究会を実施し、１回で２授業を

行った。 

・研究授業に向けた事前授業や指導案検討会を、各

学年で実施した。 
２ 授業研究会の工夫 

(1) 話合いの充実に向けたメンバー構成や数 

話合いを４名の小グループで実施することによ

り、全員が話合いに加わり、若い教員からも活発な

意見が出るようになった。検討内容を全ての学年に

周知するため、話合いでは、各グループに低・中・

高それぞれの学年のメンバーが必ず入るようにし

た。 

(2) グループ協議を進行するリーダーの育成 

学年主任など、経験豊かな教員が司会を行うこと

で、充実した話合いができるようにした。 
(3) 作業シートの工夫 

授業１時間の流れを時系列で振り返ることができ

るよう作業シート（時系列記録用紙）を工夫した。

これまでの授業研究会でも、研究テーマに基づき、

発問や児童の発言の取り上げ方、板書などといった

視点ごとに話合いが行われていた。この学校は、そ

れに加えて、授業全体の流れから授業の良さや改善

点を捉えたり児童の思考の流れを捉えたりすること

が大切で

あると考

え、参観

者が気付

いたこと

を記録し

た付箋を

拡大した

指導案に

貼り付けることで、授業の流れに即して話合いがで

きるようにした。 
３ 授業研究会での話合いの実際 

 グループでの話合いは、少人数であれば話す機会も

多く活発なものとなるが、話合いの質が問われること

になる。 
各グループに経験豊かな教諭が入りリーダーとして

話合いを進めているため、話合いの深まりが見られた。

また、時系列記録用紙に気付いたことを記入していく

ことで、児童の思考の流れを意識しながら授業全体で

本時の目標が達

成されたか、不

十分であればど

こに原因がある

かなどを話し合

うことができ

た。 
 
 

 １ 校内体制の構築                                    

事例２ 〔小学校〕授業研究会の持ち方の工夫に取り組んだ事例 

■取組のポイント 

 

 
○ 教師の指導力を向上させる授業研究会の持ち方を工夫した。 

○ 教師の意見等を記録する用紙を時系列にすることで授業の流れを重視した話合いを実現した。 

まとめ 

◆ 授業研究会をよりよいものに改善していこうと

いう意識を全教員がも持つことで、組織としての

取組が高められていきます。 

◆ この事例のように、作業シートを工夫したり話

合いのグループを意図的に構成したりすること

で、視点が明確で深まりのある協議を行うことが

できます。 

グループ協議の様子 

時系列記録用紙を使ったグループ協議 

 

 

■学校の概要 

豊かな自然に囲まれた小規模の小学校である。地域の

方々は学校に協力的で、児童との交流やボランティア活

動が盛んに行われている。 

学校全体で、学力向上に関する取組の内容や方法につ

いて研究を進めている。 

 

■取組の内容 

１ 校内体制の構築 

この学校は、学校経営の中で学力向上を重点課題の一

つとして捉え、学校全体で取り組んでおり、本年度は、

学力向上担当者を校務分掌に位置付けた。 

学力向上担当者は、学習指導に専念し、学級担任を兼務

せず、３年生以上の全てのクラスに T.Tとして入ってい

る。学力向上担当者が、全てのクラスに入ることで、課

題の共有化を図るとともに、その課題を解決するための

手立てについて提案しやすくなる。 

また、日頃から教員間のコミュニケーションを促進する

役目も果たすことで、教員同士が活発に話し合い、校内

研修の活性化が図られている。 

２ 学力向上担当者を中心とした組織的な取組  

(1) 授業力向上の取組 

①  校内研修の活性化 

  担当者が研修啓発資 

料「学校課題研究通信」 

を計画的に発行してい

る（年間１５回）。本資

料は、課題解決のための

指導法の紹介や授業研

究会に臨む視点など、校

内研修の活性化を目指

した内容である。 

② 自主研修の日常化 

   授業に関する日常的

な学び合いの場として、

「○○・文殊の知恵タイ

ム」（金曜日１５分間）

を設定し自主研修を行

っている。教員が抱えて

いる授業の悩みや効果

的な指導法などの情報

交換の場となっている。 

(2) 基礎・基本の確実な定着を図る取組 

① 全校体制での取組「スキルタイム」 

   基礎・基本の定着を図るために、朝の学習として

実施している。学年以外の教員も指導に当たり、個

に応じた支援の充実を図っている。 

② 基礎力テストの作成・実施 

   国語・算数の基礎力の向上を図るために、基礎力

テストを１０月～２月の計５回実施した。児童には

「基礎力テストの歩み」に結果を記録させ目標を持

って取り組ませている。テスト問題は、「とちぎの子

どもの基礎・基本」を参考にして、学年で分担して

作成している。 

(3) 家庭との連携・協力を図る取組 

  家庭学習の習慣化

と保護者の理解・協力

を得るために、「家庭

学習本気週間」を計画

し、年３回（１０月、１１

月、１月）実施した。ま

た、本取組と連動して、

「親子読書週間」も実

施した。これらの取組

について保護者の理

解を一層得るために、

家庭啓発通信（年１５

回）を発行した。 

(4) 学力向上改善プランの中間的検証・評価の取組 

  学力向上改善プランの重点的な取組の中の「家庭学

習の充実」「親子読書」については、強化週間後に親子

で記入した「○○週間シート」を回収し、中間的な検

証・評価を行った。このことは、担任が児童への指導や

保護者への働きかけなどを振り返るよい機会となった。 

 

 １ 校内体制の構築                                                                   

事例１ 〔小学校〕学力向上担当者を中心に、学力向上改善プランの具現化に学校全体で取り組んだ事例 

■取組のポイント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 学力向上推進の核となる学力向上担当者を校務分掌に位置付け、学校全体の取組の活性化を図った。 
○ 学力向上担当者を中心に授業力の向上、基礎・基本の確実な定着を図る取組、家庭との連携・協力を推進した。 
○ 具体策に関するアンケート等により、学力向上改善プランの検証、評価を行い、プランの具現化に取り組んだ。 

まとめ 

◆ 学力向上担当者を、学力向上の推進役とし

て、校務分掌に位置付けることで、学力向上改

善プランの具現化を図るための手立ての提案

がしやすくなります。また、教員間のコミュニ

ケーションを促進することで、組織的な取組を

さらに充実させることができます。 

○○ 

自主学習の内容や

時間を記入する。 

保護者にコメント

を書いていただく。 

Ⅲ 実践事例 
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■学校の概要 

市街地中心部に位置し、学区内には住宅地や商業施

設が多い。児童の実態に応じた指導の充実を図るため、

分かりやすい授業を実践することを研究課題としてい

る。とちぎっ子学習状況調査では、県平均程度であり、

あいさつ等の生活習慣や、自尊意識や自己有用感にや

や課題が見られる。 

 

■取組の内容 

この学校では、児童一人一人の個性に応じた適切な

指導を行うことを重視し、児童の満足感や達成感を味

わわせることを通して自己有用感を高めていきたいと

考えた。そのために、授業力を高めることが重要であ

ると考え、まず、通常の学級における、特別支援教育

の視点を大切にした授業づくりに取り組んできた。 

１ 調査結果の分析に基づく授業づくりの３つの柱 

 

 
 
 
 
 

２ 市教育委員会による要請訪問（７月２３日実施） 
特別支援教育担当指導主事を招き、「ユニバーサル

デザインの授業づくり」に関する校内研修を行った。 

３ 「授業づくり１０か条」の見直し 

 校長のリーダーシップの下、以前から取り組んでき

た「授業づくり１０か条」を基に、学校の目指す授業

の姿を明確にした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 授業研究会の実施 

授業研究部が中心となり、「授業づくり１０か条」

に基づき、児童の実態に合わせた分かりやすい授業と

してユニバーサルデザインの考えを取り入れた授業づ

くりを行った。 

また、その検証のため、授業研究会を複数回行った。

研究授業の前には、指導案検討会を校内研修会に位置

付けた。授業者は、本時における具体策を「自分が実

践したこと」として、指導案とともに資料として提供

した。各授業実践における成果と課題を検証しながら

研究会を積み重ね、回を追うごとにステップアップし

た授業となるよう学校体制で取り組んだ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ ねらいに迫る学習の「めあて」の在り方 
（ねらいの提示と振り返りの実践） 

○ 分かりやすい授業（発問や板書の工夫） 
○ 自己肯定感、有用感を育成する活動 

（考える場、学び合いの場の設定） 

 １ 校内体制の構築                                                                       

事例４ 〔小学校〕「授業づくり１０か条」を設定し、分かりやすい授業づくりに取り組んだ事例 

■取組のポイント 

 

 
○ 校長のリーダーシップの下、「授業づくり１０か条」を見直し、目指す授業像の共通理解を図った。 

○ 児童一人一人に目を向け、どの子にとっても分かりやすい授業になるような手立てを工夫した。 
○ 授業研究会では、実践を具体的に記録した「自分が実践したこと」を基に話し合い共有化を図り、指導法

の工夫・改善を行った。 

授業研究会資料（１０月２０日実施） 

授業研究会資料（１１月２０日実施） 

 

授業研究会資料（１１月２０日実施） 

 まとめ 

◆ 校長のリーダーシップの下、「授業づくり１０か

条」を見直したことで、学校の目指す方向性がよ

り明確になってきています。 

◆ 分かりやすい授業の実践に向け、授業研究会を

通して指導法の工夫・改善に心がけることで、教

師の指導力が向上してきています。 

◆ 児童の学習意欲の向上のために、視覚化の工夫

やワークシート、ヒントカード等の自作教材によ

る個別の支援が有効です。 

授業研究会資料（１１月２０日実施） 

■学校の概要 

一部工業団地が進出しているが、稲作・果実･園芸作

物栽培を中心とする典型的な農村地域であり、緑に囲

まれ、自然豊かな教育環境にある小規模校である。 

とちぎっ子学習状況調査では、おおむね県平均正答

率を上回っている。家庭学習については個人差が見ら

れ、学力が二極化傾向となっていることなどの課題が

あり、全教職員で学力向上に取り組んでいる。 

 

■取組の内容 

１ 校内学力向上委員会の目的と構成 

とちぎっ子学力アッププロジェクトが始まったこと

を受け、従前から行っていた取組をさらに推進するた

め、校内学力向上委員会を設置し、この組織を中心と

して学力向上に取り組んでいる。 

(1) 目的 

とちぎっ子学習状況調査の結果を基に、今後に向

けた学力向上のための全校的な改善策を検討する。 

(2) 構成 

原則として、校長、教頭、教務主任、学習指導主

任、各担任により構成する。 

２ 校内学力向上委員会の開催と内容 

(1) 第１回 ７月３０日（水） 9:00～12:00 

① 平成２６年度 

とちぎっ子学習 

状況調査による 

各学年の結果説 

明（各担任） 

② 各学年の課題 

と改善策の検討 

③ ９月からの学 

力向上改善案の検討 

(2) 第２回 ９月１０日（水）16:00～16:35 

① とちぎっ子学習状況調査結果についての保護

者向け通知文の説明 

 ② 配布する資料の内容検討 

・調査結果（国語、算数、理科、児童質問紙）に

ついて 

・これまでの本校の取組及び今後の学力向上に向

けた取組について 

・保護者へのお願いについて 

(3) 第３回 １０月８日（水）15:20～16:35 

① 全国学力･学習状況調査の結果説明 

・調査内容（問題等）の確認 

・結果の全体概要と教科の課題･改善策の検討 

・今後の取組の全校的な共通理解 

② 協議･指導助言等 

町教育委員会の指導主事による指導助言 

３ 校内学力向上委員会からの働きかけ 

校内学力向上委員会を実施した後、話し合われた内

容をまとめた資料を２日後に配布し、取組の周知徹底

を図っている。 

重点的に取り組む内容 

・「学習の３つの約束」の徹底 

・ノート指導及び自主学習ノ

ートの指導、テストの受け

方指導についての共通理

解 

・生活習慣

家庭学習

チ ェッ ク

カードの

実施 

・「わかる・

できる・楽

しい授業」

の実践な

ど 

 

 

 

 

 １ 校内体制の構築                                                                       

事例３ 〔小学校〕学力向上のために校内学力向上委員会を立ち上げて、校内組織を機能させた事例 

■取組のポイント 

 

 
○ 校内学力向上委員会を立ち上げることで協働体制をつくり、課題の解決に取り組んだ。 
○ 学力向上改善プランを適切かつ円滑に推進するため組織的な取組を実践した。 

まとめ 

 ◆ 学力向上に向けて同一歩調による指導を徹底し

ていくためには、全教職員の共通理解を図る組織

を校内に設置することが効果的です。 

 ◆ 学力向上に学校が一丸となって取り組むこと

で、同僚性･協働性が高められていくことも期待で

きます。 
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■学校の概要 

市街地中心部に位置し、学区内には住宅地や商業施

設が多い。児童の実態に応じた指導の充実を図るため、

分かりやすい授業を実践することを研究課題としてい

る。とちぎっ子学習状況調査では、県平均程度であり、

あいさつ等の生活習慣や、自尊意識や自己有用感にや

や課題が見られる。 

 

■取組の内容 

この学校では、児童一人一人の個性に応じた適切な

指導を行うことを重視し、児童の満足感や達成感を味

わわせることを通して自己有用感を高めていきたいと

考えた。そのために、授業力を高めることが重要であ

ると考え、まず、通常の学級における、特別支援教育

の視点を大切にした授業づくりに取り組んできた。 

１ 調査結果の分析に基づく授業づくりの３つの柱 

 

 
 
 
 
 

２ 市教育委員会による要請訪問（７月２３日実施） 
特別支援教育担当指導主事を招き、「ユニバーサル

デザインの授業づくり」に関する校内研修を行った。 

３ 「授業づくり１０か条」の見直し 

 校長のリーダーシップの下、以前から取り組んでき

た「授業づくり１０か条」を基に、学校の目指す授業

の姿を明確にした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 授業研究会の実施 

授業研究部が中心となり、「授業づくり１０か条」

に基づき、児童の実態に合わせた分かりやすい授業と

してユニバーサルデザインの考えを取り入れた授業づ

くりを行った。 

また、その検証のため、授業研究会を複数回行った。

研究授業の前には、指導案検討会を校内研修会に位置

付けた。授業者は、本時における具体策を「自分が実

践したこと」として、指導案とともに資料として提供

した。各授業実践における成果と課題を検証しながら

研究会を積み重ね、回を追うごとにステップアップし

た授業となるよう学校体制で取り組んだ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ ねらいに迫る学習の「めあて」の在り方 
（ねらいの提示と振り返りの実践） 

○ 分かりやすい授業（発問や板書の工夫） 
○ 自己肯定感、有用感を育成する活動 

（考える場、学び合いの場の設定） 

 １ 校内体制の構築                                                                       

事例４ 〔小学校〕「授業づくり１０か条」を設定し、分かりやすい授業づくりに取り組んだ事例 

■取組のポイント 

 

 
○ 校長のリーダーシップの下、「授業づくり１０か条」を見直し、目指す授業像の共通理解を図った。 

○ 児童一人一人に目を向け、どの子にとっても分かりやすい授業になるような手立てを工夫した。 
○ 授業研究会では、実践を具体的に記録した「自分が実践したこと」を基に話し合い共有化を図り、指導法

の工夫・改善を行った。 

授業研究会資料（１０月２０日実施） 

授業研究会資料（１１月２０日実施） 

 

授業研究会資料（１１月２０日実施） 

 まとめ 

◆ 校長のリーダーシップの下、「授業づくり１０か

条」を見直したことで、学校の目指す方向性がよ

り明確になってきています。 

◆ 分かりやすい授業の実践に向け、授業研究会を

通して指導法の工夫・改善に心がけることで、教

師の指導力が向上してきています。 

◆ 児童の学習意欲の向上のために、視覚化の工夫

やワークシート、ヒントカード等の自作教材によ

る個別の支援が有効です。 

授業研究会資料（１１月２０日実施） 

■学校の概要 

一部工業団地が進出しているが、稲作・果実･園芸作

物栽培を中心とする典型的な農村地域であり、緑に囲

まれ、自然豊かな教育環境にある小規模校である。 

とちぎっ子学習状況調査では、おおむね県平均正答

率を上回っている。家庭学習については個人差が見ら

れ、学力が二極化傾向となっていることなどの課題が

あり、全教職員で学力向上に取り組んでいる。 

 

■取組の内容 

１ 校内学力向上委員会の目的と構成 

とちぎっ子学力アッププロジェクトが始まったこと

を受け、従前から行っていた取組をさらに推進するた

め、校内学力向上委員会を設置し、この組織を中心と

して学力向上に取り組んでいる。 

(1) 目的 

とちぎっ子学習状況調査の結果を基に、今後に向

けた学力向上のための全校的な改善策を検討する。 

(2) 構成 

原則として、校長、教頭、教務主任、学習指導主

任、各担任により構成する。 

２ 校内学力向上委員会の開催と内容 

(1) 第１回 ７月３０日（水） 9:00～12:00 

① 平成２６年度 

とちぎっ子学習 

状況調査による 

各学年の結果説 

明（各担任） 

② 各学年の課題 

と改善策の検討 

③ ９月からの学 

力向上改善案の検討 

(2) 第２回 ９月１０日（水）16:00～16:35 

① とちぎっ子学習状況調査結果についての保護

者向け通知文の説明 

 ② 配布する資料の内容検討 

・調査結果（国語、算数、理科、児童質問紙）に

ついて 

・これまでの本校の取組及び今後の学力向上に向

けた取組について 

・保護者へのお願いについて 

(3) 第３回 １０月８日（水）15:20～16:35 

① 全国学力･学習状況調査の結果説明 

・調査内容（問題等）の確認 

・結果の全体概要と教科の課題･改善策の検討 

・今後の取組の全校的な共通理解 

② 協議･指導助言等 

町教育委員会の指導主事による指導助言 

３ 校内学力向上委員会からの働きかけ 

校内学力向上委員会を実施した後、話し合われた内

容をまとめた資料を２日後に配布し、取組の周知徹底

を図っている。 

重点的に取り組む内容 

・「学習の３つの約束」の徹底 

・ノート指導及び自主学習ノ

ートの指導、テストの受け

方指導についての共通理

解 

・生活習慣

家庭学習

チ ェッ ク

カードの

実施 

・「わかる・

できる・楽

しい授業」

の実践な

ど 

 

 

 

 

 １ 校内体制の構築                                                                       

事例３ 〔小学校〕学力向上のために校内学力向上委員会を立ち上げて、校内組織を機能させた事例 

■取組のポイント 

 

 
○ 校内学力向上委員会を立ち上げることで協働体制をつくり、課題の解決に取り組んだ。 
○ 学力向上改善プランを適切かつ円滑に推進するため組織的な取組を実践した。 

まとめ 

 ◆ 学力向上に向けて同一歩調による指導を徹底し

ていくためには、全教職員の共通理解を図る組織

を校内に設置することが効果的です。 

 ◆ 学力向上に学校が一丸となって取り組むこと

で、同僚性･協働性が高められていくことも期待で

きます。 
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■学校の概要 

  市の中心地にある中規模校で、保護者の転勤等が比

較的多い。学習に意欲的に取り組む児童が多く、運動

も盛んである。保護者も学校に協力的である。                                         
学区内の他の小・中学校と連携しながら、学力向上

や児童生徒指導上の課題解決に向けて取り組んでいる。                                   
 

■取組の内容 

１ 調査結果の分析に関わる取組 

学力向上担当者を中心に、学力向上アドバイザーの

助言を参考にしながら、「とちぎっ子学習状況調査」

の児童質問紙調査結果の分析を行った。 
その結果、学校全体として特に改善が必要と考えら

れる項目は次のとおりであった。 
(1) 「基本的な生活習慣」 
(2) 「生活環境・家族・社会」 
この項目の分析を学年に留めることなく、学級ごと

まで詳細に分析した。分析の結果、課題の違いがみら

れたので、学級ごとに課題の改善に取り組んだ。 
＜各学級の課題となった質問項目＞ 
学級 基本的な生活習慣 生活・家族・社会 
Ａ 学校の準備を自分でする 家族の励まし 
Ｂ 毎朝朝食を食べる 普段の生活が楽しい 

家族の励まし 
Ｃ 毎日の睡眠時間 家族の励まし 

新聞を読んでいる 
Ｄ ゲーム・スマホの使用時間 普段の生活が楽しい 

                

２ 課題改善のプランの作成及び保護者への啓発  

 調査結果の分析を踏まえ、「基本的な生活習慣」や

「家庭環境・家族の関わり」などの改善が、学力に影

響していることを、啓発資料（資料１）や学校だより

（資料２）、学年部会での説明などを通して保護者に

伝え、改善を呼びかけた。                              

学力向上改善プラン「保護者の理解・協力」に１日

の生活を振り返る「親子振り返り週間」を位置付け、

全校体制で６月、１１月、２月に実施している。さら

に「親子振り返り週間」では学校だより、学年だより、

学級通信（資料３）を活用し、改善を促す内容を保護

者向けに出している。 

資料１「啓発資料」        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料３「学級通信」（5年生 6月、12月 抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 ２ 調査結果の分析・プラン作成                                                                       

事例１ 〔小学校〕調査結果を学級ごとに分析し、学級の実態に即した取組を行った事例 

■取組のポイント 

 

 
○ とちぎっ子学習状況調査の結果を学級ごとに分析し、各学年・各学級の特徴や課題を明確にした。 

○ 明らかになった課題を改善するため、学級の実態に即した具体的な取組プランを作成した。 

○ 学年だよりや学年部会等により、課題や取組を伝え、改善に向けての啓発活動を行った。 

まとめ 

◆ 調査結果を学年の分析に留めることなく学級ご

とに行うことで、学級の実態に即した改善を図るこ

とができるため、効果的な指導につながります。 
◆ 保護者への啓発活動等を全校体制で行ったり、活

動の結果を共有したりすることで、学校の組織的な

教育活動につながります。   

資料２「学校だより」 

■学校の概要 

田園地帯に位置する小規模の中学校で、保護者は学

校に協力的である。 
ここ数年、教師の「授業力」の向上に重点を置き、

学校全体で学力向上に取り組んでいる。 
 

■取組の内容 

１ 校内体制の構築に関わる取組 

(1) 学力向上の基本方針として、学校独自の「学力向上

への道」を掲げ、全校体制で実践に取り組んでいる。 
 
 
 

 
 
(2) 学力向上に欠かせない「学業指導」を重視し、研

究組織の中に「授業づくりチーム」と「集団づくり

チーム」を設置して、本校の実態を踏まえた取組を

行っている。 
①「○○中版学業指導」の作成 
教科ごとに授業づくりの視点を明確にした。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
②本年度の最重要課題の設定 

教職員の行動の指針として［Key Phrases 教職

員の合言葉］を設け、共通理解を図った。 
 
 
 
 
 
 
 

③教師のための「 ○○中授業づくりのあたりまえ 

１０箇条 」の作成 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

２ 校長のリーダーシップと教員の授業スキルを生か

した取組 

(1) 生徒による授業の評価 

生徒が求める授業を把握し、教員自らの授業改善

を図る。 

(2) 授業力アップアンケート 

教員自身による授業の振り返りを実施する。 

・ 指導で効果的だと思う点 

・ 授業で不十分だと思う点 

(3) 授業のスキル・マイスタープランの実施 
授業力向上のために、互いの優れたスキルを相互

授業参観で共有する。 
 
 
 
 
 
 

 
  

 

 

 

 

 １ 校内体制の構築                                    

事例５ 〔中学校〕校長のリーダーシップの下、「授業力」の向上に取り組んだ事例 

■取組のポイント 

 

 
○ 小規模校の特性を生かし、校長のリーダーシップの下、全校体制で学力向上に取り組んだ。 
○ 学力向上の基盤である「学業指導」の自校化に向けて、「学びに向かう集団づくりチーム」「子どもが意欲

的に取り組む授業づくりチーム」を設置し、それぞれが年間計画を作成して実践に取り組んだ。 

まとめ 

◆ 組織を挙げての「学力向上への道」の取組が、教

師個々の授業力の向上と生徒の学習意欲、学力の向

上につながっています。 

◆ 校長のリーダーシップは、学校経営を基盤として

組織力・学校力を向上させるためには欠かせません

が、実践にあたっては、日頃の職員相互の良好な人

間関係や共通理解（共通行動）が必須です。 

・どの授業も共通して実施する、分かる授業の手法の共通 
理解・共通行動 

・各教科の特性を生かした分かる授業の手法の確立 
・学級担任の教科指導（昼休みの効果的利用） 
・教科担任の生徒指導（授業規律の徹底） 
・宿題の出し方、家庭学習のさせ方の共通理解・共通行動 
・保護者への家庭学習の啓発 
・実践は、具体的に！ 
 
 

「学力向上への道」とは 

 教師が自己の授業の実態と、客観的かつ誠実に向き合

い、真摯に授業力の向上を図ること。特に、自分の担当

教科については全責任をもち、常にＰＤＣＡを継続し、

成果の実感につなげる。 

【○○中の授業づくりのあたりまえ１０箇条】    H26.4.30 作成 
 

～「わかる！ 楽しい！ 頑張りたい！」と言わせる授業を～ 
 
１ チャイム開始、チャイム終了 
２ 冒頭５分以内の前時の振り返り・復習確認小テスト、口頭確認 
３ 「本時のめあて」の提示 
４ ワークシートやノートの活用（考え、定着させる場に） 
５ 生徒に実際に目を遣る時間は７割以上を目標に 
６ 説明は短くわかりやすく、指示は具体的に、明確に 
７ 終末５分で、まとめと宿題の指示、次時の確認小テストの出題 
    自己評価（振り返り） 
８ 誰もができ、わかりやすい宿題の指示 
９ 全員提出を目標に（学級担任とも連携して） 
  提出させたものは必ず見て、早く返す 
10 生徒の成績は教科担任の授業の鑑と心得る 
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■学校の概要 

  市の中心地にある中規模校で、保護者の転勤等が比

較的多い。学習に意欲的に取り組む児童が多く、運動

も盛んである。保護者も学校に協力的である。                                         
学区内の他の小・中学校と連携しながら、学力向上

や児童生徒指導上の課題解決に向けて取り組んでいる。                                   
 

■取組の内容 

１ 調査結果の分析に関わる取組 

学力向上担当者を中心に、学力向上アドバイザーの

助言を参考にしながら、「とちぎっ子学習状況調査」

の児童質問紙調査結果の分析を行った。 
その結果、学校全体として特に改善が必要と考えら

れる項目は次のとおりであった。 
(1) 「基本的な生活習慣」 
(2) 「生活環境・家族・社会」 
この項目の分析を学年に留めることなく、学級ごと

まで詳細に分析した。分析の結果、課題の違いがみら

れたので、学級ごとに課題の改善に取り組んだ。 
＜各学級の課題となった質問項目＞ 
学級 基本的な生活習慣 生活・家族・社会 
Ａ 学校の準備を自分でする 家族の励まし 
Ｂ 毎朝朝食を食べる 普段の生活が楽しい 

家族の励まし 
Ｃ 毎日の睡眠時間 家族の励まし 

新聞を読んでいる 
Ｄ ゲーム・スマホの使用時間 普段の生活が楽しい 

                

２ 課題改善のプランの作成及び保護者への啓発  

 調査結果の分析を踏まえ、「基本的な生活習慣」や

「家庭環境・家族の関わり」などの改善が、学力に影

響していることを、啓発資料（資料１）や学校だより

（資料２）、学年部会での説明などを通して保護者に

伝え、改善を呼びかけた。                              

学力向上改善プラン「保護者の理解・協力」に１日

の生活を振り返る「親子振り返り週間」を位置付け、

全校体制で６月、１１月、２月に実施している。さら

に「親子振り返り週間」では学校だより、学年だより、

学級通信（資料３）を活用し、改善を促す内容を保護

者向けに出している。 

資料１「啓発資料」        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料３「学級通信」（5年生 6月、12月 抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 ２ 調査結果の分析・プラン作成                                                                       

事例１ 〔小学校〕調査結果を学級ごとに分析し、学級の実態に即した取組を行った事例 

■取組のポイント 

 

 
○ とちぎっ子学習状況調査の結果を学級ごとに分析し、各学年・各学級の特徴や課題を明確にした。 

○ 明らかになった課題を改善するため、学級の実態に即した具体的な取組プランを作成した。 

○ 学年だよりや学年部会等により、課題や取組を伝え、改善に向けての啓発活動を行った。 

まとめ 

◆ 調査結果を学年の分析に留めることなく学級ご

とに行うことで、学級の実態に即した改善を図るこ

とができるため、効果的な指導につながります。 
◆ 保護者への啓発活動等を全校体制で行ったり、活

動の結果を共有したりすることで、学校の組織的な

教育活動につながります。   

資料２「学校だより」 

■学校の概要 

田園地帯に位置する小規模の中学校で、保護者は学

校に協力的である。 
ここ数年、教師の「授業力」の向上に重点を置き、

学校全体で学力向上に取り組んでいる。 
 

■取組の内容 

１ 校内体制の構築に関わる取組 

(1) 学力向上の基本方針として、学校独自の「学力向上

への道」を掲げ、全校体制で実践に取り組んでいる。 
 
 
 

 
 
(2) 学力向上に欠かせない「学業指導」を重視し、研

究組織の中に「授業づくりチーム」と「集団づくり

チーム」を設置して、本校の実態を踏まえた取組を

行っている。 
①「○○中版学業指導」の作成 
教科ごとに授業づくりの視点を明確にした。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
②本年度の最重要課題の設定 

教職員の行動の指針として［Key Phrases 教職

員の合言葉］を設け、共通理解を図った。 
 
 
 
 
 
 
 

③教師のための「 ○○中授業づくりのあたりまえ 

１０箇条 」の作成 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

２ 校長のリーダーシップと教員の授業スキルを生か

した取組 

(1) 生徒による授業の評価 

生徒が求める授業を把握し、教員自らの授業改善

を図る。 

(2) 授業力アップアンケート 

教員自身による授業の振り返りを実施する。 

・ 指導で効果的だと思う点 

・ 授業で不十分だと思う点 

(3) 授業のスキル・マイスタープランの実施 
授業力向上のために、互いの優れたスキルを相互

授業参観で共有する。 
 
 
 
 
 
 

 
  

 

 

 

 

 １ 校内体制の構築                                    

事例５ 〔中学校〕校長のリーダーシップの下、「授業力」の向上に取り組んだ事例 

■取組のポイント 

 

 
○ 小規模校の特性を生かし、校長のリーダーシップの下、全校体制で学力向上に取り組んだ。 
○ 学力向上の基盤である「学業指導」の自校化に向けて、「学びに向かう集団づくりチーム」「子どもが意欲

的に取り組む授業づくりチーム」を設置し、それぞれが年間計画を作成して実践に取り組んだ。 

まとめ 

◆ 組織を挙げての「学力向上への道」の取組が、教

師個々の授業力の向上と生徒の学習意欲、学力の向

上につながっています。 

◆ 校長のリーダーシップは、学校経営を基盤として

組織力・学校力を向上させるためには欠かせません

が、実践にあたっては、日頃の職員相互の良好な人

間関係や共通理解（共通行動）が必須です。 

・どの授業も共通して実施する、分かる授業の手法の共通 
理解・共通行動 

・各教科の特性を生かした分かる授業の手法の確立 
・学級担任の教科指導（昼休みの効果的利用） 
・教科担任の生徒指導（授業規律の徹底） 
・宿題の出し方、家庭学習のさせ方の共通理解・共通行動 
・保護者への家庭学習の啓発 
・実践は、具体的に！ 
 
 

「学力向上への道」とは 

 教師が自己の授業の実態と、客観的かつ誠実に向き合

い、真摯に授業力の向上を図ること。特に、自分の担当

教科については全責任をもち、常にＰＤＣＡを継続し、

成果の実感につなげる。 

【○○中の授業づくりのあたりまえ１０箇条】    H26.4.30 作成 
 

～「わかる！ 楽しい！ 頑張りたい！」と言わせる授業を～ 
 
１ チャイム開始、チャイム終了 
２ 冒頭５分以内の前時の振り返り・復習確認小テスト、口頭確認 
３ 「本時のめあて」の提示 
４ ワークシートやノートの活用（考え、定着させる場に） 
５ 生徒に実際に目を遣る時間は７割以上を目標に 
６ 説明は短くわかりやすく、指示は具体的に、明確に 
７ 終末５分で、まとめと宿題の指示、次時の確認小テストの出題 
    自己評価（振り返り） 
８ 誰もができ、わかりやすい宿題の指示 
９ 全員提出を目標に（学級担任とも連携して） 
  提出させたものは必ず見て、早く返す 
10 生徒の成績は教科担任の授業の鑑と心得る 
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■学校の概要 

小規模校で市街地と農村部が混在した地域にある。家

庭・地域・学校が連携した積極的な教育活動を展開し「開

かれた学校」「特色ある学校づくり」の推進に努めてい

る。「主体的に学び合う生徒の育成～学業指導の充実を

通して、学力の向上をめざす～」を学校課題とし、校区

内小学校と連携しながら、生徒の学力向上に取り組んで

いる。 
 

■取組の内容 

１ 学力向上改善プランの中間評価を実施し、全教員で

取組状況を確認し合い、改善策の見直しを図った取組 

(1) 「学力向上改善プランの取組検証シート」を用いて

「子どもの学ぶ意欲・学習習慣」「教師の指導力」「保

護者の理解・協力」の具体策について教員一人一人が

「実践したこと」と「感想・評価」を記入する。 

(2) 学力向上担当者が各教員のシートをまとめて一覧表

を作成する。 

(3) 校内研修において、一覧表を基に話し合うことで、

次の点が確認された。 

 ・実践半ばであり継続する取組 

 ・効果的であると思われる取組 

 ・さらに工夫が必要な取組 

 ・新たな課題と考えられる取組 
 

２ 「授業に関するアンケート」を９月と１２月に実施

し、結果を比較することで具体策の取組状況や効果を

評価し、授業改善への手がかりとした取組 

(1) アンケートの項目は、本校の課題から各教科等の「授

業は分かりやすいですか」「好きですか」「ねらいが

示されていますか」「将来どのように役立つか話され

ていますか」とし、２回目は「ねらいがあると分かり

やすい」「将来についての話を聞くと意欲が上がる」

を加えた。 

(2) 結果は、学校全体・学年別・学級別・個人のものを

一覧表やグラフにして全教員に示した。 
(3) 学力向上担当者が、アンケート結果の考察の中で授

業改善の視点からの提案と学力向上改善プランの具体

策への一層の取組の必要性を示し、全教員で共通理解

を図った。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２ 調査結果の分析・プランの作成                              

事例３ 〔中学校〕学力向上改善プランの中間評価を実施し、指導の改善に学校全体で取り組んだ事例 

■取組のポイント 

 

 

○ 学力向上改善プランの具体策について、学校長を始め各教員が実践したこと及び感想・評価を一覧表にま

とめ、共通理解を図り、改善策の見直しに取り組んだ。 

○ 児童生徒質問紙から課題として捉えた項目を基に作成した「授業に関するアンケート」を、２学期の前・

後半２回の実施により授業改善の手がかりを得た。 

まとめ 

◆ 学力向上改善プランについて、２学期中盤に

全教員が評価を行い情報を共有することによ

り、具体策の進捗状況及び効果的な取組や課題

などの確認をすることができます。また、同一

歩調で学力向上対策に取り組もうとする教員の

意識を高めることができます。 
◆ 学力向上改善プランの具体策に関わる「授業

に関するアンケート」を２学期に２回実施する

ことにより、教員の取組状況や成果と課題、生

徒の変容などの理解につながり、その結果を指

導の評価・改善に活用することができます。 

９月と比較して、１１

ポイント以上向上し

ている。 

■学校の概要 

市の中心部に位置する小規模校で、学区内には官公

庁や公園などがある。また、近隣には繁華街があり人

の往来が多い地域である。 
ほとんどの学年で、児童の基礎的・基本的な知識・

技能の定着度は高いが、学力差が見られる状況にある。 

 

■取組の内容 

この学校では、学力向上の取組を全校体制で行って

いくために、調査結果を基にした学力向上改善プラン

の作成を校内研修の時間に全教員で行った。その際、

県教育委員会から示された「とちぎっ子学習状況調査 

結果資料の見方、使い方について」を参考にした。 

 

校内研修①（７月１６日実施） 

１ 調査結果の分析・問題点の洗い出し 

 「教科に関する調査」「児童質問紙」等の結果につ

いて、以下の観点から問題点等を洗い出した。 

・県平均より５ポイント以上高い設問・質問事項 

・県平均より５ポイント以上低い設問・質問事項 

・県平均との差があまり見られないが、学校として

特に重視していきたいもの 

研修後、担当者が一覧表に整理した。 

２ これまでの重点的な取組の分析 

これまで、本校が重視して取り組んできたことの中

で、今後も引き続き取り組んでいきたいことを以下の

とおり挙げた。 

・特別支援教育を重視した授業づくり 

・家庭学習マイプランの取組 

・校内漢字検定・計算検定 

・個のニーズにあった支援の工夫（朝の学習支援・

習熟度別学習） 

 

校内研修②（７月２６日実施） 

３ 課題の絞り込み 

前回の校内研修を受け、課題の絞り込みを、４、５

名の３グループで行った。作業はグループごとに「子

どもの学ぶ意欲・学習習慣」、「教師の指導力」、「保

護者の理解・協力」の３つの視点で学校として組織的・

重点的に取り組むべき課題について検討した後、全体

で発表し共有した。さらに類似のものをグルーピング

して、担当者のリードの下、次のように整理した。 

①「子どもの学ぶ意欲・学習習慣」 

・家庭学習の充実 

・漢字力の確実な定着 

②「教師の指導力」 

・習熟度別学習・個への支援の充実 

・グループ学習の充実 

③「保護者の理解・協力」 

・保護者講演会の見直し 

・学年だより、学年・学級懇談会の見直し・工夫 

４ 具体策の検討・決定 

課題に対する具体策として、これから取り組みたい

ことを各自の付箋に記入した。各自のアイディアが書

かれた付箋を模造紙等に貼り、「すぐにできそうなこ

と」、「取組に時間をかけて考える必要があるもの」、

「学力向上に大きな効果が見込めそうなもの」、「比

較的効果が小さいもの」、といった観点で優先順位を検

討した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  

その後、改善プランの具体策について関係者が再検

討し、９月３日の校内研修で全教員に説明し、共通理

解を図る場を設けた。 

 

 

 

 ２ 調査結果の分析･プラン作成                                                                       

事例２ 〔小学校〕ワークショップ形式の校内研修で学力向上改善プランの作成に取り組んだ事例 

■取組のポイント 

 

 
○ 校内研修の時間を使い、全教員で調査結果データの分析と学力向上改善プランの作成に当たった。 
○ プラン作成に全教員を参画させるため、ワークショップ形式で具体策の検討会を行った。 

まとめ 

◆ 学力向上の課題を教員一人一人が意識するため

には、ワークショップ形式の検討会が有効です。 

◆ ９月から改善プランに基づいた取組が行われて

きましたが、今まで以上に学校全体で取り組んで

いこうという機運が醸成され、授業改善等に成果

が出てきています。 

着手 

容易 

着手 

困難 

効果

大 

効果

小 
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■学校の概要 

小規模校で市街地と農村部が混在した地域にある。家

庭・地域・学校が連携した積極的な教育活動を展開し「開

かれた学校」「特色ある学校づくり」の推進に努めてい

る。「主体的に学び合う生徒の育成～学業指導の充実を

通して、学力の向上をめざす～」を学校課題とし、校区

内小学校と連携しながら、生徒の学力向上に取り組んで

いる。 
 

■取組の内容 

１ 学力向上改善プランの中間評価を実施し、全教員で

取組状況を確認し合い、改善策の見直しを図った取組 

(1) 「学力向上改善プランの取組検証シート」を用いて

「子どもの学ぶ意欲・学習習慣」「教師の指導力」「保

護者の理解・協力」の具体策について教員一人一人が

「実践したこと」と「感想・評価」を記入する。 

(2) 学力向上担当者が各教員のシートをまとめて一覧表

を作成する。 

(3) 校内研修において、一覧表を基に話し合うことで、

次の点が確認された。 

 ・実践半ばであり継続する取組 

 ・効果的であると思われる取組 

 ・さらに工夫が必要な取組 

 ・新たな課題と考えられる取組 
 

２ 「授業に関するアンケート」を９月と１２月に実施

し、結果を比較することで具体策の取組状況や効果を

評価し、授業改善への手がかりとした取組 

(1) アンケートの項目は、本校の課題から各教科等の「授

業は分かりやすいですか」「好きですか」「ねらいが

示されていますか」「将来どのように役立つか話され

ていますか」とし、２回目は「ねらいがあると分かり

やすい」「将来についての話を聞くと意欲が上がる」

を加えた。 

(2) 結果は、学校全体・学年別・学級別・個人のものを

一覧表やグラフにして全教員に示した。 
(3) 学力向上担当者が、アンケート結果の考察の中で授

業改善の視点からの提案と学力向上改善プランの具体

策への一層の取組の必要性を示し、全教員で共通理解

を図った。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２ 調査結果の分析・プランの作成                              

事例３ 〔中学校〕学力向上改善プランの中間評価を実施し、指導の改善に学校全体で取り組んだ事例 

■取組のポイント 

 

 

○ 学力向上改善プランの具体策について、学校長を始め各教員が実践したこと及び感想・評価を一覧表にま

とめ、共通理解を図り、改善策の見直しに取り組んだ。 

○ 児童生徒質問紙から課題として捉えた項目を基に作成した「授業に関するアンケート」を、２学期の前・

後半２回の実施により授業改善の手がかりを得た。 

まとめ 

◆ 学力向上改善プランについて、２学期中盤に

全教員が評価を行い情報を共有することによ

り、具体策の進捗状況及び効果的な取組や課題

などの確認をすることができます。また、同一

歩調で学力向上対策に取り組もうとする教員の

意識を高めることができます。 
◆ 学力向上改善プランの具体策に関わる「授業

に関するアンケート」を２学期に２回実施する

ことにより、教員の取組状況や成果と課題、生

徒の変容などの理解につながり、その結果を指

導の評価・改善に活用することができます。 

９月と比較して、１１

ポイント以上向上し

ている。 

■学校の概要 

市の中心部に位置する小規模校で、学区内には官公

庁や公園などがある。また、近隣には繁華街があり人

の往来が多い地域である。 
ほとんどの学年で、児童の基礎的・基本的な知識・

技能の定着度は高いが、学力差が見られる状況にある。 

 

■取組の内容 

この学校では、学力向上の取組を全校体制で行って

いくために、調査結果を基にした学力向上改善プラン

の作成を校内研修の時間に全教員で行った。その際、

県教育委員会から示された「とちぎっ子学習状況調査 

結果資料の見方、使い方について」を参考にした。 

 

校内研修①（７月１６日実施） 

１ 調査結果の分析・問題点の洗い出し 

 「教科に関する調査」「児童質問紙」等の結果につ

いて、以下の観点から問題点等を洗い出した。 

・県平均より５ポイント以上高い設問・質問事項 

・県平均より５ポイント以上低い設問・質問事項 

・県平均との差があまり見られないが、学校として

特に重視していきたいもの 

研修後、担当者が一覧表に整理した。 

２ これまでの重点的な取組の分析 

これまで、本校が重視して取り組んできたことの中

で、今後も引き続き取り組んでいきたいことを以下の

とおり挙げた。 

・特別支援教育を重視した授業づくり 

・家庭学習マイプランの取組 

・校内漢字検定・計算検定 

・個のニーズにあった支援の工夫（朝の学習支援・

習熟度別学習） 

 

校内研修②（７月２６日実施） 

３ 課題の絞り込み 

前回の校内研修を受け、課題の絞り込みを、４、５

名の３グループで行った。作業はグループごとに「子

どもの学ぶ意欲・学習習慣」、「教師の指導力」、「保

護者の理解・協力」の３つの視点で学校として組織的・

重点的に取り組むべき課題について検討した後、全体

で発表し共有した。さらに類似のものをグルーピング

して、担当者のリードの下、次のように整理した。 

①「子どもの学ぶ意欲・学習習慣」 

・家庭学習の充実 

・漢字力の確実な定着 

②「教師の指導力」 

・習熟度別学習・個への支援の充実 

・グループ学習の充実 

③「保護者の理解・協力」 

・保護者講演会の見直し 

・学年だより、学年・学級懇談会の見直し・工夫 

４ 具体策の検討・決定 

課題に対する具体策として、これから取り組みたい

ことを各自の付箋に記入した。各自のアイディアが書

かれた付箋を模造紙等に貼り、「すぐにできそうなこ

と」、「取組に時間をかけて考える必要があるもの」、

「学力向上に大きな効果が見込めそうなもの」、「比

較的効果が小さいもの」、といった観点で優先順位を検

討した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  

その後、改善プランの具体策について関係者が再検

討し、９月３日の校内研修で全教員に説明し、共通理

解を図る場を設けた。 

 

 

 

 ２ 調査結果の分析･プラン作成                                                                       

事例２ 〔小学校〕ワークショップ形式の校内研修で学力向上改善プランの作成に取り組んだ事例 

■取組のポイント 

 

 
○ 校内研修の時間を使い、全教員で調査結果データの分析と学力向上改善プランの作成に当たった。 
○ プラン作成に全教員を参画させるため、ワークショップ形式で具体策の検討会を行った。 

まとめ 

◆ 学力向上の課題を教員一人一人が意識するため

には、ワークショップ形式の検討会が有効です。 

◆ ９月から改善プランに基づいた取組が行われて

きましたが、今まで以上に学校全体で取り組んで

いこうという機運が醸成され、授業改善等に成果

が出てきています。 

着手 

容易 

着手 

困難 

効果

大 

効果

小 
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■学校の概要 

山間部に位置し、スクールバス通学の生徒がいる小

規模校である。保護者・地域の方々は学校に対して非

常に協力的である。 

小規模校の特性を生かし、放課後の学習の時間を設

けたり、大学教授による出前授業を実施したりするな

ど、独自の学力向上に取り組んでいる。 

 

■取組の内容 

１  生徒への指導 

 学級担任が、個人票の見方やフォローアップシート

の活用の仕方について丁寧に説明した。また、生徒一

人一人が自らの課題を明確にするとともに、その課題

改善に向けて主体的に取り組めるように、個人面談等

でアドバイスを行った。 

フォローアップシートを夏休みの課題として取り組

ませ、２学期の初めに提出させた。提出後は、担任が

チェックし、コメントを付けて返却した。  

２ 保護者の理解・協力 

  ７月に行われた全学年対象の保護者会で、「学習指

導だより」を使って調査結果と今後の取組について説

明した。さらに、２年生の保護者には、学年懇談会で、

個人票の見方やフォローアップシートの活用について

説明し、理解と協力を求めた。 

 

 

 

 

 

３ 放課後の学習時間の利用 

放課後の学習の時間（全校生徒参加の放課後約 20分、

年間 20～25 回実施）

を利用して、フォロー

アップシートで分か

らなかった問題など

について、教師が丁寧

に解説をすることで、

前学年の学習内容の

確実な定着を図った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜生徒の感想＞ 

・前に学習した内容で分からなくなっていたものがあった。 

・先生に教えてもらいながら、みんなで取り組んだので、と

てもよく分かった。 

・短い時間だったが、少人数なので集中することができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ３ 児童生徒へのフィードバック                               

事例２ 〔中学校〕個人票やフォローアップシート、調査問題を活用しフィードバックの充実に取り組んだ事例 

■取組のポイント 

 

                                                        

 

 

 

 

 

○ 学級担任が、個人票やフォローアップシートの見方や活用の仕方について説明したり、学年懇談会等

で、保護者にそれらの活用について理解や協力を求めたりした。 
○ 放課後の学習時間に、フォローアップシートを活用して学習内容の定着を図った。 

まとめ 

◆ 個人票やフォローアップシートを活用して丁

寧に指導することは、自分の課題を把握し、課

題克服のための学習方法を身に付けさせるため

の有効な方法です。 

◆ 保護者の理解・協力を得るためには、保護者

が知りたいことや不安に思っていることを把握

し、資料の内容を工夫することが重要です。 

◆ この学校が小規模校の特徴を生かして放課後

の学習時間を設けたように、学校の強みを生か

すことが効果的な指導につながります。 

放課後の学習の時間の様子 

■学校の概要 

中規模校で、学校周辺には主要道路が通り住宅地も増

えている。自然や歴史的な文化芸能が残る地域でもあ

る。 

「協同で学ぶ『学び合い』がある授業づくり」を学校

課題として、学校全体で学力向上を目指して取り組んで

いる。 

 

■取組の内容 

家庭学習を確実かつ効率的に行うために、児童一人一 
人に「学力向上ファイル」を作成し、その活用を図った。 
１ 「学力向上ファイル」の作成・活用 

(1) 「学力向上ファイル」の内容 

 ・教科に関する調査の個人票 

 ・児童生徒質問紙調査の個人票 

 ・教科に関する調査の問題と答案 

 ・フォローアップシート 

(2）「学力向上ファイル」の取扱い 

・長期休業中の家庭学習に活用する。 

  ・学期始めに提出し、学級担任が確認・指導の後、学

校で保管する。 

 ・学年進級後も次年度調査結果との比較・検証や指

導のための資料として活用する。 

(3）個人票「あなたの結果」の活用 

・児童と保護者が「あなたの結果」について話し合

い、「これからが

んばること」を相

談しながら記入さ

せる。 

・各学期末に記入し

たことについて自

己評価させる。 

(4) フォローアップシ 

ートの活用 

・「目次」を利用し

て、個人票の「学

習のアドバイス」

に示されたページ、苦手な内容の問題のあるページ

に○印を付け、夏季休業中に必ず取り組む課題とす

る。 

・その他の問題は自主的に取り組む選択課題とする。 

・２学期始めにフォローアップシートを提出させ、実

施状況を学級担任が確認する。 
・ 冬季休業中及び学年末休業中も、同じ取組を繰り返

す。 

２ 保護者の理解と協力 

(1) 保護者宛ての通 

知を出し、「学力

向上ファイル」の  

内容、活用の目的

と方法などを知ら

せ、調査について

の理解を深めても

らう。 
(2) 個人票や問題・

答案等について子

どもと話し合い、

学習意欲が高まる

よう助言、賞賛、

激励などをしてもらうよう依頼する。 
(3) 学年・学級懇談会や個人懇談の折にも「学力向上フ

ァイル」の活用について、説明や確認を行う。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ３ 児童生徒へのフィードバック                              

事例１ 〔小学校〕「学力向上ファイル」を作成し、個人票やフォローアップシートの活用を図った事例 

■取組のポイント 

○ 個人票やフォローアップシートの見方や使い方を指導し、「いつ、どこで、どのように」使用するかを具

体的に示した。 

○ 「学力向上ファイル」の活用について保護者宛て通知を配布し、家庭学習への理解・協力を得た。 

まとめ 

◆ 「とちぎっ子学習状況調査」の結果を一括して

「学力向上ファイル」に綴じ込むことにより、児

童自らが学習や生活について、効果的に振り返る

ことができ、それらを、今後の学習や生活に生か

すことができます。 

◆ 本事例では、フォローアップシートを夏・冬・

学年末の長期休業時に活用するよう計画してい

ますが、日々の授業や家庭学習に活用することも

考えられます。 

個人票に示されたペ

ージに印をつける。 

一括して保管してい

る。 
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■学校の概要 

山間部に位置し、スクールバス通学の生徒がいる小

規模校である。保護者・地域の方々は学校に対して非

常に協力的である。 

小規模校の特性を生かし、放課後の学習の時間を設

けたり、大学教授による出前授業を実施したりするな

ど、独自の学力向上に取り組んでいる。 

 

■取組の内容 

１  生徒への指導 

 学級担任が、個人票の見方やフォローアップシート

の活用の仕方について丁寧に説明した。また、生徒一

人一人が自らの課題を明確にするとともに、その課題

改善に向けて主体的に取り組めるように、個人面談等

でアドバイスを行った。 

フォローアップシートを夏休みの課題として取り組

ませ、２学期の初めに提出させた。提出後は、担任が

チェックし、コメントを付けて返却した。  

２ 保護者の理解・協力 

  ７月に行われた全学年対象の保護者会で、「学習指

導だより」を使って調査結果と今後の取組について説

明した。さらに、２年生の保護者には、学年懇談会で、

個人票の見方やフォローアップシートの活用について

説明し、理解と協力を求めた。 

 

 

 

 

 

３ 放課後の学習時間の利用 

放課後の学習の時間（全校生徒参加の放課後約 20分、

年間 20～25 回実施）

を利用して、フォロー

アップシートで分か

らなかった問題など

について、教師が丁寧

に解説をすることで、

前学年の学習内容の

確実な定着を図った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜生徒の感想＞ 

・前に学習した内容で分からなくなっていたものがあった。 

・先生に教えてもらいながら、みんなで取り組んだので、と

てもよく分かった。 

・短い時間だったが、少人数なので集中することができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ３ 児童生徒へのフィードバック                               

事例２ 〔中学校〕個人票やフォローアップシート、調査問題を活用しフィードバックの充実に取り組んだ事例 

■取組のポイント 

 

                                                        

 

 

 

 

 

○ 学級担任が、個人票やフォローアップシートの見方や活用の仕方について説明したり、学年懇談会等

で、保護者にそれらの活用について理解や協力を求めたりした。 
○ 放課後の学習時間に、フォローアップシートを活用して学習内容の定着を図った。 

まとめ 

◆ 個人票やフォローアップシートを活用して丁

寧に指導することは、自分の課題を把握し、課

題克服のための学習方法を身に付けさせるため

の有効な方法です。 

◆ 保護者の理解・協力を得るためには、保護者

が知りたいことや不安に思っていることを把握

し、資料の内容を工夫することが重要です。 

◆ この学校が小規模校の特徴を生かして放課後

の学習時間を設けたように、学校の強みを生か

すことが効果的な指導につながります。 

放課後の学習の時間の様子 

■学校の概要 

中規模校で、学校周辺には主要道路が通り住宅地も増

えている。自然や歴史的な文化芸能が残る地域でもあ

る。 

「協同で学ぶ『学び合い』がある授業づくり」を学校

課題として、学校全体で学力向上を目指して取り組んで

いる。 

 

■取組の内容 

家庭学習を確実かつ効率的に行うために、児童一人一 
人に「学力向上ファイル」を作成し、その活用を図った。 
１ 「学力向上ファイル」の作成・活用 

(1) 「学力向上ファイル」の内容 

 ・教科に関する調査の個人票 

 ・児童生徒質問紙調査の個人票 

 ・教科に関する調査の問題と答案 

 ・フォローアップシート 

(2）「学力向上ファイル」の取扱い 

・長期休業中の家庭学習に活用する。 

  ・学期始めに提出し、学級担任が確認・指導の後、学

校で保管する。 

 ・学年進級後も次年度調査結果との比較・検証や指

導のための資料として活用する。 

(3）個人票「あなたの結果」の活用 

・児童と保護者が「あなたの結果」について話し合

い、「これからが

んばること」を相

談しながら記入さ

せる。 

・各学期末に記入し

たことについて自

己評価させる。 

(4) フォローアップシ 

ートの活用 

・「目次」を利用し

て、個人票の「学

習のアドバイス」

に示されたページ、苦手な内容の問題のあるページ

に○印を付け、夏季休業中に必ず取り組む課題とす

る。 

・その他の問題は自主的に取り組む選択課題とする。 

・２学期始めにフォローアップシートを提出させ、実

施状況を学級担任が確認する。 
・ 冬季休業中及び学年末休業中も、同じ取組を繰り返

す。 

２ 保護者の理解と協力 

(1) 保護者宛ての通 

知を出し、「学力

向上ファイル」の  

内容、活用の目的

と方法などを知ら

せ、調査について

の理解を深めても

らう。 
(2) 個人票や問題・

答案等について子

どもと話し合い、

学習意欲が高まる

よう助言、賞賛、

激励などをしてもらうよう依頼する。 
(3) 学年・学級懇談会や個人懇談の折にも「学力向上フ

ァイル」の活用について、説明や確認を行う。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ３ 児童生徒へのフィードバック                              

事例１ 〔小学校〕「学力向上ファイル」を作成し、個人票やフォローアップシートの活用を図った事例 

■取組のポイント 

○ 個人票やフォローアップシートの見方や使い方を指導し、「いつ、どこで、どのように」使用するかを具

体的に示した。 

○ 「学力向上ファイル」の活用について保護者宛て通知を配布し、家庭学習への理解・協力を得た。 

まとめ 

◆ 「とちぎっ子学習状況調査」の結果を一括して

「学力向上ファイル」に綴じ込むことにより、児

童自らが学習や生活について、効果的に振り返る

ことができ、それらを、今後の学習や生活に生か

すことができます。 

◆ 本事例では、フォローアップシートを夏・冬・

学年末の長期休業時に活用するよう計画してい

ますが、日々の授業や家庭学習に活用することも

考えられます。 

個人票に示されたペ

ージに印をつける。 

一括して保管してい

る。 
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■学校の概要 

大規模校であり、校区は商業地域と農業地域から成

り立っている。地域の方々との交流や学校緑化活動が  
盛んに行われている。 

学校全体で国語科における「単元を貫く言語活動を

位置付けた授業」に取り組む中で、表現する力の育成

について、研究を深めている。 

 

■取組の内容 

１ 組織 

(1) 授業研究会は、上学年ブロック（４、５、６学年）

と下学年ブロック（１、２、３学年）に分けて実施

する。 

(2) 授業研究部、環境整備部、授業外研究部、調査分

析部を組織し、各学年の教員から構成された横断的

な部会とする。 

 

２ 授業研究会の進め方 

次の(1)～(4)の流れで授業研究会を進めている。 

(1) 授業案発表会 
研究授業前に、学年で研究した単元について、上・ 

下ブロック内の先生を対象に説明する。その際作成 
した指導案、授業の視点を記したレジュメ、単元で 
使用予定の資料などを提示することで、単元の指導 
内容を周知する。 

(2) 研究授業 

一つの単元の導 
入・展開・まとめ   
の部分について異 
なるクラスで授業 
を行う。参観者は 
右の予定表を見て 
自由に参観する。    

参観した授業について、付箋にコメントを書き、廊

下の拡大指導案に貼る。 
(3) 学年内授業研究会 

授業を行った日の放課

後に、学年内で授業研究

会を行い、成果と課題に

ついて話し合った。課題

については、次の授業者

に生かすことができた。 

(4) ブロック内授業研究会 

学年で研究     
授業をした単 
元の成果と課 
題についてブ 
ロック内の他 
学年の先生に 
説明する。その時、付箋を貼った拡大指導案、使用 
したワークシート、記録した映像などを利用しなが 
ら説明する。参観者は、単元全体に関わることや参 
観した授業を中心に意見を述べる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ４ 授業改善                                                                    

事例２ 〔小学校〕研究授業を通して教員の協力体制を強め、授業研究会の活性化に取り組んだ事例 

■取組のポイント      

○ 研究授業を担当する学年の全教員が、研究授業について検討し他の学年に提案することで、教員の協

力体制の強化を図った。 
○ 研究授業前に提案する授業の意図や見る観点について参観者に説明し、授業研究会の活性化を図った。 

まとめ 

◆ 学年全教員で一つの単元について、研究する

ことで、日頃から情報交換を密に行うようにな

り、教員の協力体制を強めることにつながって

います。 
◆ 研究授業の前に、授業の意図や見る観点を共

有することで、焦点化して授業を見ることがで

き、授業研究会での話合いがさらに深まりま

す。 

■学校の概要 
主に住宅地として開けている地域にある中規模の小

学校である。地域との交流やＰＴＡの活動が活発に行

われている。 
人権教育を基盤とした学年・学級経営を行っている。

また、教師の授業力向上を図るとともに、その方法等

について研究を深めている。 
 

■取組の内容 
１ 授業力向上プロジェクトの目的 

「授業力向上プロジェクト（ＪＫＰ）」を通して、 
日頃から教員同士が授業を参観し合う雰囲気を醸成す

るとともに、授業について活発に意見交換をすること

で、授業力向上を図る。 
２ 具体的な取組 

(1) 年間２回のＪＫＰ期間を設定し、その期間に全教

員が授業公開を行う。 
(2) 授業公開に当たっては事前に指導案を作成し、全

教員に配布しておく。指導案には授業者の意図や授

業を見る観点が明確に示されているので、参観者は

焦点化して授業を見ることができる。 
(3) 授業者は、学校独自の「授業スタンダード」（教

員が共通理解して指導するための指針）に基づいて、

授業を構成する。 

(4) 参観者は、ＪＫＰ期間中に自由に参観し、気付い

たことを付箋に記し、授業者に渡す。 
(5) 授業者は、授業参観者から渡された付箋を項目ご

とに「授業参観記録」にまとめる。付箋を整理する

ことで、自分の強みと課題を把握することができる。 
(6) 「ＪＫＰ個人シート」を作成することで、これま

での課題改善への取組について、じっくりと振り返

ることができる。教師一人一人のＰＤＣＡサイクル

の確立を目指している。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

(7) ＪＫＰ期間後には、授業研究会（振り返り）を開

催している。作成した資料を持ち寄り、低中高ブロ

ックごとに授業の振り返りをし、活発な意見交換を

行っている。ブロックごとに、推進担当者を決め、

ワークショップ形式で研究会を実施している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ４ 授業改善                                     

事例１ 〔小学校〕独自の授業研究システムを構築し、授業改善に取り組んだ事例 

■取組のポイント 

 

 
○ 「授業力向上プロジェクト（ＪＫＰ）」の実践を通して、学校独自の授業研究システムを構築し、授

業力向上を目指した。  

○ 年間２回のＪＫＰ期間を設定し、その期間中に全教員が授業公開を行い、授業の効果的な振り返りを

行った。 

まとめ 

◆ 全教員が授業公開することで、授業改善

のシステムが構築され、教員同士の活発な

意見交換につながっています。 
◆ 授業者が「授業参観記録」や「学力向上

プロジェクト個人シート」を作成すること

で、自らの実践を効果的に振り返ることが

でき、実践したことを次の授業に生かすこ

とができます。 

今回の授業公

開についての

振り返り 

今後の授業改

善への具体的

な取組 

今回の授業に

おける具体的

な手立て 

前回の授業公開

で得られた課題

とその改善策 

○○授業スタンダード 
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■学校の概要 

大規模校であり、校区は商業地域と農業地域から成

り立っている。地域の方々との交流や学校緑化活動が  
盛んに行われている。 

学校全体で国語科における「単元を貫く言語活動を

位置付けた授業」に取り組む中で、表現する力の育成

について、研究を深めている。 

 

■取組の内容 

１ 組織 

(1) 授業研究会は、上学年ブロック（４、５、６学年）

と下学年ブロック（１、２、３学年）に分けて実施

する。 

(2) 授業研究部、環境整備部、授業外研究部、調査分

析部を組織し、各学年の教員から構成された横断的

な部会とする。 

 

２ 授業研究会の進め方 

次の(1)～(4)の流れで授業研究会を進めている。 

(1) 授業案発表会 
研究授業前に、学年で研究した単元について、上・ 

下ブロック内の先生を対象に説明する。その際作成 
した指導案、授業の視点を記したレジュメ、単元で 
使用予定の資料などを提示することで、単元の指導 
内容を周知する。 

(2) 研究授業 

一つの単元の導 
入・展開・まとめ   
の部分について異 
なるクラスで授業 
を行う。参観者は 
右の予定表を見て 
自由に参観する。    

参観した授業について、付箋にコメントを書き、廊

下の拡大指導案に貼る。 
(3) 学年内授業研究会 

授業を行った日の放課

後に、学年内で授業研究

会を行い、成果と課題に

ついて話し合った。課題

については、次の授業者

に生かすことができた。 

(4) ブロック内授業研究会 

学年で研究     
授業をした単 
元の成果と課 
題についてブ 
ロック内の他 
学年の先生に 
説明する。その時、付箋を貼った拡大指導案、使用 
したワークシート、記録した映像などを利用しなが 
ら説明する。参観者は、単元全体に関わることや参 
観した授業を中心に意見を述べる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ４ 授業改善                                                                    

事例２ 〔小学校〕研究授業を通して教員の協力体制を強め、授業研究会の活性化に取り組んだ事例 

■取組のポイント      

○ 研究授業を担当する学年の全教員が、研究授業について検討し他の学年に提案することで、教員の協

力体制の強化を図った。 
○ 研究授業前に提案する授業の意図や見る観点について参観者に説明し、授業研究会の活性化を図った。 

まとめ 

◆ 学年全教員で一つの単元について、研究する

ことで、日頃から情報交換を密に行うようにな

り、教員の協力体制を強めることにつながって

います。 
◆ 研究授業の前に、授業の意図や見る観点を共

有することで、焦点化して授業を見ることがで

き、授業研究会での話合いがさらに深まりま

す。 

■学校の概要 
主に住宅地として開けている地域にある中規模の小

学校である。地域との交流やＰＴＡの活動が活発に行

われている。 
人権教育を基盤とした学年・学級経営を行っている。

また、教師の授業力向上を図るとともに、その方法等

について研究を深めている。 
 

■取組の内容 
１ 授業力向上プロジェクトの目的 

「授業力向上プロジェクト（ＪＫＰ）」を通して、 
日頃から教員同士が授業を参観し合う雰囲気を醸成す

るとともに、授業について活発に意見交換をすること

で、授業力向上を図る。 
２ 具体的な取組 

(1) 年間２回のＪＫＰ期間を設定し、その期間に全教

員が授業公開を行う。 
(2) 授業公開に当たっては事前に指導案を作成し、全

教員に配布しておく。指導案には授業者の意図や授

業を見る観点が明確に示されているので、参観者は

焦点化して授業を見ることができる。 
(3) 授業者は、学校独自の「授業スタンダード」（教

員が共通理解して指導するための指針）に基づいて、

授業を構成する。 

(4) 参観者は、ＪＫＰ期間中に自由に参観し、気付い

たことを付箋に記し、授業者に渡す。 
(5) 授業者は、授業参観者から渡された付箋を項目ご

とに「授業参観記録」にまとめる。付箋を整理する

ことで、自分の強みと課題を把握することができる。 
(6) 「ＪＫＰ個人シート」を作成することで、これま

での課題改善への取組について、じっくりと振り返

ることができる。教師一人一人のＰＤＣＡサイクル

の確立を目指している。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

(7) ＪＫＰ期間後には、授業研究会（振り返り）を開

催している。作成した資料を持ち寄り、低中高ブロ

ックごとに授業の振り返りをし、活発な意見交換を

行っている。ブロックごとに、推進担当者を決め、

ワークショップ形式で研究会を実施している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ４ 授業改善                                     

事例１ 〔小学校〕独自の授業研究システムを構築し、授業改善に取り組んだ事例 

■取組のポイント 

 

 
○ 「授業力向上プロジェクト（ＪＫＰ）」の実践を通して、学校独自の授業研究システムを構築し、授

業力向上を目指した。  

○ 年間２回のＪＫＰ期間を設定し、その期間中に全教員が授業公開を行い、授業の効果的な振り返りを

行った。 

まとめ 

◆ 全教員が授業公開することで、授業改善

のシステムが構築され、教員同士の活発な

意見交換につながっています。 
◆ 授業者が「授業参観記録」や「学力向上

プロジェクト個人シート」を作成すること

で、自らの実践を効果的に振り返ることが

でき、実践したことを次の授業に生かすこ

とができます。 

今回の授業公

開についての

振り返り 

今後の授業改

善への具体的

な取組 

今回の授業に

おける具体的

な手立て 

前回の授業公開

で得られた課題

とその改善策 

○○授業スタンダード 
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■学校の概要 

商業地に位置する大規模校で、地域的にも安定して

いる。地域の方々との交流やボランティア活動が盛ん

に行われており、全校体制で学力向上に関する研究を

深めている。 

 第４学年は教科に関する調査では県平均を大きく上

回っているが、児童質問紙では課題が見られる。第５

学年では教科に関する調査では県平均並みであるが、

児童質問紙では課題は少ない。 
 

■取組の内容 

１ 全校での共通理解 

子どもの学習意欲の高揚を目指して、ノート指導の

充実を図っている。学習のめあてから学習の振り返り

までの学習の流れ、そして、自分の考えが分かるノー

ト作りを行っている。 

また、具体物を操作したり実体験をしたりする活動

を全ての教科に取り入れ、思考を深めさせている。こ

れらの活動を踏まえ、根拠や理由に基づいて説明･表現

する機会を設けノートに書かせることで、思考力・判

断力･表現力のさらなる向上を図っている。 

２ 算数科でのノート指導の充実 

ノート指導を充実するために、今年度から算数にお

いて書く場所や内容を決めるなど、板書の形式を統一

し、構造的なものとしている。 
板書の例 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
さらに問題解決型の授業を意識し、授業を行う際は

以下の(1)～(6)を重視している。 

 

(1) めあての提示  
(2) 十分な自己解決の時間の確保（自分の考えをも

つ） 

(3) ペアやグループでの話合い  

(4) 一斉での練り合い 

(5) まとめ  

(6) 児童の言葉での振り返り 

  
児童の振り返りの観点は以下のようなものである。 

 
 
 
 
 
授業後に算数のノートを回収し、担任は児童の振り

返りに対して、コメ

ントを書き、児童に

返却している。 
ノートに思考過程

がしっかりと記述し

てあるため、児童は

自分のノートを参考

に自力解決をするこ

とができる。 
３ 他教科での応用 

算数科での実践

が、理科でも見られ

るようになってきて

いる。算数のノート

の書き方を参考に、子どもたちが自主的に理科のノー

トの記述を工夫するようになってきた。 

 

 ４ 授業改善                                                                       

事例４ 〔小学校〕ノート指導の充実に取り組んだ事例 

■取組のポイント 

 

 
○ 学習の流れ（学習のめあてから学習の振り返りまで）や自分の考えを書くノート指導の充実を図った。 

○ 児童一人一人へのノート指導の充実を図ることで、子どもの学ぶ意欲や思考力･判断力・表現力等の向上

を目指した。 

まとめ 

◆ 教師の指示がなくとも、級友の素晴らしい発表

などをノートに記述している児童が増えてきてい

ることから、ノート指導の取組は学習意欲の向上

に効果的であると考えられます。 
◆ 学習の流れを書くことで思考過程を児童自身で

確認できるため、思考力・判断力・表現力等の向

上につながると考えられます。 

◆ 一つの教科で重点的に取り組み、型を示すこと

で、他教科への応用が期待できます。 

・学習意欲に関すること 

・級友の発表に関すること 

・本時で学んだこと 

・発表したかったこと 

めあて 
まとめ 

振り返り キーワード 思考のあと 

グループ活動の様子 

授業研究会の様子 

「話す、聞く際の視点」 

■学校の概要 

学区の中央部を県道とバイパスが東西に走り、南北

に広域農道が開通して交通量も多い地域に立地する中

規模校である。 

「まごころ教育」を学校経営の中核に据え、児童は

明るく穏やかで欠席が少ない。読書が好きで、学校で

も家庭でもよく読書をしている。 
 

■取組の内容 

児童は基礎的・基本的な事項はおおむね身に付けて

いるが、既習事項と関連付けて問題を考えることや自

分の考えを分かりやすく説明することが苦手な傾向が

ある。そこで、学力向上改善プランの具体策の一つと

して、以下の視点で授業改善に取り組んでいる。 

１ 授業展開の工夫 

 授業における児童の学ぶ意欲を高めるために、次の

４つの場面を設定した。 

(1) 学習課題設定の場面～魅力ある学習課題～ 

・日常生活に密着した学習課題や知的好奇心を喚起

する学習課題を設定する。 

・努力すれば解決でき、複数の考え方を引き出せる

発問を工夫する。 

(2) 個人で学習する場面 

・個人で考える時間を確保し、分かる喜びやできた

という達成感、満足感を味わわせる。 

・一人一人の学習状況を十分に把握し、個に応じた

指導、支援を行う。 

(3) 集団で学習する場面 
・ペア、グループ、クラス全体で話し合い、自分一

人では気付かなかったことに気付く、友達のよさ

を発見する、新しい考えをつくり出す等の活動を

通して、学び合う喜びを味わわせる。 
(4) 授業を振り返る場面 
・学習活動を通して分かったこと、気付いたこと、

大切だと思ったことなどを確認し、評価すること

で、本授業での学びを確認する。 
２ 言語活動の充実 

言語活動の充実に向け、次の(1)、(2)を中心として

取り組んだ。 

(1)  全教科、領域等において、意図的・計画的に体験 

活動を取り入れた学習を展開した。その中で、「よ

く聞き、考えを伝え合う」活動を意識的に行った。 

(2)「話す、聞く際の視点」を教室内に掲示し、各授業

や活動における話合いや発表の際に、視点を意識し

て話したり聞いたりするよう指導する。また、授業

の振り返りの場面

で、その視点に基

づいて、児童自身

が話し方や聞き方

についても振り返

ることで、話す力

や聞く力の向上を

図る。 

 

３ 授業改善の検証 

校内研修の一貫として、

授業改善の検証を通して、

教員の指導力の向上を図

るため、研究授業と授業研

究会を複数回実施した。 

 

 

授業研究会では、低学年部

会と高学年部会に分かれ、授

業参観で気付いたよさと課

題を記した付箋を基に、グル

ープ協議を行い、改善を図る

ことができたか検証した。  

 

 

 

 ４ 授業改善                                       

事例３ 〔小学校〕言語活動を通して、自ら学び、自分の考えを表現できる児童の育成に取り組んだ事例 

■取組のポイント 

 

 
○ 「魅力ある学習課題」、「個人学習」、「集団学習」、「振り返り」を設定して、児童の学ぶ意欲を高めた。 

○ 話す・聞く際の視点を活用した児童自身の振り返りを行うことで、話し方や聞き方について意識させた。 

まとめ 

◆ 学習場面の設定を意識した授業づくり、中でも

学習課題を工夫することが、児童の学習意欲の向

上につながっています。 

◆ 個人や集団で学習する場面で、児童の考えや意

見を大切にすることが、児童の学びに沿った授業

展開につながっています。 

◆ 日頃から学習場面の設定や言語活動の充実等

に全校体制で取り組んでいることから、授業研究

会では、核心を突く意見を十分に出し合い、研修

を深めることができています。 
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■学校の概要 

商業地に位置する大規模校で、地域的にも安定して

いる。地域の方々との交流やボランティア活動が盛ん

に行われており、全校体制で学力向上に関する研究を

深めている。 

 第４学年は教科に関する調査では県平均を大きく上

回っているが、児童質問紙では課題が見られる。第５

学年では教科に関する調査では県平均並みであるが、

児童質問紙では課題は少ない。 
 

■取組の内容 

１ 全校での共通理解 

子どもの学習意欲の高揚を目指して、ノート指導の

充実を図っている。学習のめあてから学習の振り返り

までの学習の流れ、そして、自分の考えが分かるノー

ト作りを行っている。 

また、具体物を操作したり実体験をしたりする活動

を全ての教科に取り入れ、思考を深めさせている。こ

れらの活動を踏まえ、根拠や理由に基づいて説明･表現

する機会を設けノートに書かせることで、思考力・判

断力･表現力のさらなる向上を図っている。 

２ 算数科でのノート指導の充実 

ノート指導を充実するために、今年度から算数にお

いて書く場所や内容を決めるなど、板書の形式を統一

し、構造的なものとしている。 
板書の例 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
さらに問題解決型の授業を意識し、授業を行う際は

以下の(1)～(6)を重視している。 

 

(1) めあての提示  
(2) 十分な自己解決の時間の確保（自分の考えをも

つ） 

(3) ペアやグループでの話合い  

(4) 一斉での練り合い 

(5) まとめ  

(6) 児童の言葉での振り返り 

  
児童の振り返りの観点は以下のようなものである。 

 
 
 
 
 
授業後に算数のノートを回収し、担任は児童の振り

返りに対して、コメ

ントを書き、児童に

返却している。 
ノートに思考過程

がしっかりと記述し

てあるため、児童は

自分のノートを参考

に自力解決をするこ

とができる。 
３ 他教科での応用 

算数科での実践

が、理科でも見られ

るようになってきて

いる。算数のノート

の書き方を参考に、子どもたちが自主的に理科のノー

トの記述を工夫するようになってきた。 

 

 ４ 授業改善                                                                       

事例４ 〔小学校〕ノート指導の充実に取り組んだ事例 

■取組のポイント 

 

 
○ 学習の流れ（学習のめあてから学習の振り返りまで）や自分の考えを書くノート指導の充実を図った。 

○ 児童一人一人へのノート指導の充実を図ることで、子どもの学ぶ意欲や思考力･判断力・表現力等の向上

を目指した。 

まとめ 

◆ 教師の指示がなくとも、級友の素晴らしい発表

などをノートに記述している児童が増えてきてい

ることから、ノート指導の取組は学習意欲の向上

に効果的であると考えられます。 
◆ 学習の流れを書くことで思考過程を児童自身で

確認できるため、思考力・判断力・表現力等の向

上につながると考えられます。 

◆ 一つの教科で重点的に取り組み、型を示すこと

で、他教科への応用が期待できます。 

・学習意欲に関すること 

・級友の発表に関すること 

・本時で学んだこと 

・発表したかったこと 

めあて 
まとめ 

振り返り キーワード 思考のあと 

グループ活動の様子 

授業研究会の様子 

「話す、聞く際の視点」 

■学校の概要 

学区の中央部を県道とバイパスが東西に走り、南北

に広域農道が開通して交通量も多い地域に立地する中

規模校である。 

「まごころ教育」を学校経営の中核に据え、児童は

明るく穏やかで欠席が少ない。読書が好きで、学校で

も家庭でもよく読書をしている。 
 

■取組の内容 

児童は基礎的・基本的な事項はおおむね身に付けて

いるが、既習事項と関連付けて問題を考えることや自

分の考えを分かりやすく説明することが苦手な傾向が

ある。そこで、学力向上改善プランの具体策の一つと

して、以下の視点で授業改善に取り組んでいる。 

１ 授業展開の工夫 

 授業における児童の学ぶ意欲を高めるために、次の

４つの場面を設定した。 

(1) 学習課題設定の場面～魅力ある学習課題～ 

・日常生活に密着した学習課題や知的好奇心を喚起

する学習課題を設定する。 

・努力すれば解決でき、複数の考え方を引き出せる

発問を工夫する。 

(2) 個人で学習する場面 

・個人で考える時間を確保し、分かる喜びやできた

という達成感、満足感を味わわせる。 

・一人一人の学習状況を十分に把握し、個に応じた

指導、支援を行う。 

(3) 集団で学習する場面 
・ペア、グループ、クラス全体で話し合い、自分一

人では気付かなかったことに気付く、友達のよさ

を発見する、新しい考えをつくり出す等の活動を

通して、学び合う喜びを味わわせる。 
(4) 授業を振り返る場面 
・学習活動を通して分かったこと、気付いたこと、

大切だと思ったことなどを確認し、評価すること

で、本授業での学びを確認する。 
２ 言語活動の充実 

言語活動の充実に向け、次の(1)、(2)を中心として

取り組んだ。 

(1)  全教科、領域等において、意図的・計画的に体験 

活動を取り入れた学習を展開した。その中で、「よ

く聞き、考えを伝え合う」活動を意識的に行った。 

(2)「話す、聞く際の視点」を教室内に掲示し、各授業

や活動における話合いや発表の際に、視点を意識し

て話したり聞いたりするよう指導する。また、授業

の振り返りの場面

で、その視点に基

づいて、児童自身

が話し方や聞き方

についても振り返

ることで、話す力

や聞く力の向上を

図る。 

 

３ 授業改善の検証 

校内研修の一貫として、

授業改善の検証を通して、

教員の指導力の向上を図

るため、研究授業と授業研

究会を複数回実施した。 

 

 

授業研究会では、低学年部

会と高学年部会に分かれ、授

業参観で気付いたよさと課

題を記した付箋を基に、グル

ープ協議を行い、改善を図る

ことができたか検証した。  

 

 

 

 ４ 授業改善                                       

事例３ 〔小学校〕言語活動を通して、自ら学び、自分の考えを表現できる児童の育成に取り組んだ事例 

■取組のポイント 

 

 
○ 「魅力ある学習課題」、「個人学習」、「集団学習」、「振り返り」を設定して、児童の学ぶ意欲を高めた。 

○ 話す・聞く際の視点を活用した児童自身の振り返りを行うことで、話し方や聞き方について意識させた。 

まとめ 

◆ 学習場面の設定を意識した授業づくり、中でも

学習課題を工夫することが、児童の学習意欲の向

上につながっています。 

◆ 個人や集団で学習する場面で、児童の考えや意

見を大切にすることが、児童の学びに沿った授業

展開につながっています。 

◆ 日頃から学習場面の設定や言語活動の充実等

に全校体制で取り組んでいることから、授業研究

会では、核心を突く意見を十分に出し合い、研修

を深めることができています。 
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星形五角形の五つの角の

和について考えよう。 
 

■学校の概要 

郊外にある中規模校である。基礎的・基本的な内容

の定着を図り成果を上げている。難易度の高い課題に

挑戦しようとする意欲を高めることが課題である。ま

た、生徒の表現力を高める学習活動を充実させたいと

考え指導に当たっている。 
 

■取組の内容 

適切な難易度のある課題の解決を通して生徒一人一

人の学力を向上させることを目指し、以下の取組を行

った。 

１ 思考力・判断力・表現力を育成する展開の工夫 

  生徒の問題解決力を高めるため、習得的な学習だけ

でなく、生徒自らが探究する学習をできるだけ取り入

れるよう指導過程を工夫する取組を、各教科で行った。 
２ 適切な難易度のある課題の設定 

 適切な難易度のある課題を設定することで、比較的

学力の高い生徒も意欲的に学習に取り組むことができ

る。このような課題を全ての生徒が解決できるように

するためには、生徒の習熟や理解の程度に応じたきめ

細かな指導が必要である。一方、今までも重視してき

た基礎・基本を重視した学習の過程も大切にしたいと

考えた。 

３ 話合い活動の充実 

少人数（４名程度）のグループ学習を適宜取り入れ

た。このことで、自力で考えた内容について話し合い、

学び合うことができる。自分の考えを分かりやすく説

明する力を育むとともに、苦手とする生徒が問題の解

決につながる考えに気付いたり、理解を深めたりでき

ると考えた。 
４ 指導事例 〔数学科 第２学年〕 

中学校第２学年数学科の授業において、星形五角形

の五つの角の和を求めさせる学習課題を設定した。こ

れは、様々な視点で条件を検討しなければ答えが出な

い難易度の高い課題である。この課題を解決するため、

全ての生徒に基礎的・基本的な知識・技能を再確認さ

せた後、その知識・技能を活用して思考・判断・表現

させるとともに、多様な考え方を生かして課題を解決

することができるよう授業を組み立てることとした。 
生徒の実態から、自力による解決では多くの生徒は

課題解決に至らないことが予想されることから、以下

のように指導過程を工夫した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(1) グループによる話合い 
既習の内容である三角形や平行線などの性質をま

とめたヒントカードを活用し、個人で課題解決に取

り組んだ。しかし、解決法が見い出せている生徒は

非常に少なかった。そこで小グループで、解決法を

考え付いた生徒が解決のヒントを伝えたり、教師が

各グループを個別に指導したりすることで、全ての

生徒に解決法が見い出せるようにした。 
(2) 発表の内容、方法をグループで検討 

自分たちのグループで出された解決法を、他のグ

ループに伝えるための内容、表現方法を検討した。

自力解決が難しかった生徒がどこでつまずいていた

かなどの意見を取り入れるなどして、分かりやすい

発表となるよう指導した。 
(3) 課題の解決法を発表 

発表時は、他のグループと自分たちの解決法の視

点の違いに着目するよう指導した。発表では、多様

な考えやアイディアが出され、発表を聞く生徒たち

からは知的な驚きや感嘆の声が上がり、感動ある授

業となった。発表した生徒も、難しい課題に挑戦し

解決できたことに成就感を得ていた。 
 
 
 
 

 
  

 

 

 

 ４ 授業改善                                                                       

事例６ 〔中学校〕難易度の高い課題に挑戦しようとする意欲の向上に取り組んだ事例 

■取組のポイント 

 

 
○ 生徒の理解や習熟の程度を考慮した指導として、適切な難易度のある課題を設定した。 

○ 生徒一人一人の学力を向上させることを目指し、話合い活動を重視した授業を行った。 

まとめ 

◆ 複数の知識・技能を関連付けて解決を図る必要

がある問題など、難易度の高い課題を、いつ、ど

のような場面で提示するか、話合い活動で教師は

どのような役割を果たすべきかなどを、生徒の実

態を踏まえ検討することが大切です。 
◆ 思考力・判断力・表現力を育てるためには、全教

員が同一歩調で実践することが重要です。 

■学校の概要 

広大な田園が広がり、酪農農家も点在する農村地帯に

位置する小規模校である。三世代同居の家庭も多く、学

校には協力的である。 
社会と数学が県平均を大きく上回っているほか、挨拶

や片付けなどの生活習慣、家庭学習や読書への取組はお

おむね良好であるが、発表する、聞くことなどには課題

が見られる。 

 

■取組の内容 

 この学校では、とちぎっ子学習状況調査結果の分析に

基づき、年間指導計画の見直しを行った。さらに、授業

改善に取り組むとともに、それらを定期テストに反映さ

せることで、指導と評価の一体化を図ろうとしている。 

１ とちぎっ子学習状況調査の分析 

学習面において県平均は上回っているものの、資料の

活用や思考力・判断力・表現力に関する問題に課題が見

られる。 

２ 年間指導計画等の見直し 

(1) 各教科部会において、思考力・判断力・表現力につ

いて、重点的に指導する単元を位置付ける。【資料】 

(2) 単元計画の中に、考える場、学び合いの場を具体的

に記入する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 定期テストで、授業との関連を図った思考力・判断 

力・表現力を問う問題を意図的に出題し、適切に評価

する。 

(4) 評価後、生徒にフィードバックすることで、評価を 
 生かして繰り返しの指導を行う。（フォローアップシ

ートの活用） 
３ 授業改善の検証 

日頃から、各教科で授業づくりを工夫し、お互いの授

業を見せ合うほか、授業研究会を通して、教師の指導力

（授業力）を高めている。 

〔授業改善の視点～学力向上改善プランとの関連～〕 

(1) ねらいの提示と振り返りの実践 

(2) 学習課題の工夫 〔⇒提案授業 *1〕 

（資料を活用して解決したり、思考力・判断力・表現力

を高めたりする課題） 

(3) 発問、板書、ノート指導の工夫 

(4) 考える場・学び合いの場の設定 〔⇒提案授業 *2〕 

（「一人学び」 ⇒ ペア・グループ学習） 

(5) 教師の表情、口調、励ましや賞賛などの個に応じた

言葉かけの工夫 

〔提案授業〕 

(1) 実 施 日  １１月１８日 

(2) 学年・教科   １年・数学 

(3) 単 元 名  平面図形 

(4) 本授業における学力向上改善プランとの関連  

① 平面図形の導入において、折り紙を利用した操作

的活動を通して、数学的に図形の移動を見い出した

り、視覚的に図形の性質を理解したりできるように

させる。〔*1〕 

② 小集団での学び合いを大切にするため、その前段

階である「一人学び」の時間を充実させる。〔*2〕 
 
 
 

 

 ４ 授業改善                                       

事例５ 〔中学校〕「思考力・判断力・表現力」について重点的に指導する単元一覧を作成して取り組んだ事例 

■取組のポイント 

 

 
○ 思考力・判断力・表現力について重点的に指導する単元を位置付けるなど、年間指導計画の修正を図った。 

○ 修正した年間指導計画に基づき、単元計画に考える場や学び合いの場を記し、授業づくりに反映させた。 

○ 重点化を図った思考力・判断力・表現力に関する内容等を定期テストに反映させ、評価・改善につなげた。 

まとめ 

◆ 調査結果の分析に基づき、年間指導計画を見直

し、重点的に指導する単元を位置付けることで、

指導方法等の情報を共有しながら学校全体で授業

改善に取り組むことができます。 

◆ 定期テストの中に、授業で取り扱った思考力・

判断力・表現力を問う問題を意識的に取り入れる

ことで、指導と評価の一体化が図られ、指導の改

善につながっています。 

【資料】 
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星形五角形の五つの角の

和について考えよう。 
 

■学校の概要 

郊外にある中規模校である。基礎的・基本的な内容

の定着を図り成果を上げている。難易度の高い課題に

挑戦しようとする意欲を高めることが課題である。ま

た、生徒の表現力を高める学習活動を充実させたいと

考え指導に当たっている。 
 

■取組の内容 

適切な難易度のある課題の解決を通して生徒一人一

人の学力を向上させることを目指し、以下の取組を行

った。 

１ 思考力・判断力・表現力を育成する展開の工夫 

  生徒の問題解決力を高めるため、習得的な学習だけ

でなく、生徒自らが探究する学習をできるだけ取り入

れるよう指導過程を工夫する取組を、各教科で行った。 
２ 適切な難易度のある課題の設定 

 適切な難易度のある課題を設定することで、比較的

学力の高い生徒も意欲的に学習に取り組むことができ

る。このような課題を全ての生徒が解決できるように

するためには、生徒の習熟や理解の程度に応じたきめ

細かな指導が必要である。一方、今までも重視してき

た基礎・基本を重視した学習の過程も大切にしたいと

考えた。 

３ 話合い活動の充実 

少人数（４名程度）のグループ学習を適宜取り入れ

た。このことで、自力で考えた内容について話し合い、

学び合うことができる。自分の考えを分かりやすく説

明する力を育むとともに、苦手とする生徒が問題の解

決につながる考えに気付いたり、理解を深めたりでき

ると考えた。 
４ 指導事例 〔数学科 第２学年〕 

中学校第２学年数学科の授業において、星形五角形

の五つの角の和を求めさせる学習課題を設定した。こ

れは、様々な視点で条件を検討しなければ答えが出な

い難易度の高い課題である。この課題を解決するため、

全ての生徒に基礎的・基本的な知識・技能を再確認さ

せた後、その知識・技能を活用して思考・判断・表現

させるとともに、多様な考え方を生かして課題を解決

することができるよう授業を組み立てることとした。 
生徒の実態から、自力による解決では多くの生徒は

課題解決に至らないことが予想されることから、以下

のように指導過程を工夫した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(1) グループによる話合い 
既習の内容である三角形や平行線などの性質をま

とめたヒントカードを活用し、個人で課題解決に取

り組んだ。しかし、解決法が見い出せている生徒は

非常に少なかった。そこで小グループで、解決法を

考え付いた生徒が解決のヒントを伝えたり、教師が

各グループを個別に指導したりすることで、全ての

生徒に解決法が見い出せるようにした。 
(2) 発表の内容、方法をグループで検討 

自分たちのグループで出された解決法を、他のグ

ループに伝えるための内容、表現方法を検討した。

自力解決が難しかった生徒がどこでつまずいていた

かなどの意見を取り入れるなどして、分かりやすい

発表となるよう指導した。 
(3) 課題の解決法を発表 

発表時は、他のグループと自分たちの解決法の視

点の違いに着目するよう指導した。発表では、多様

な考えやアイディアが出され、発表を聞く生徒たち

からは知的な驚きや感嘆の声が上がり、感動ある授

業となった。発表した生徒も、難しい課題に挑戦し

解決できたことに成就感を得ていた。 
 
 
 
 

 
  

 

 

 

 ４ 授業改善                                                                       

事例６ 〔中学校〕難易度の高い課題に挑戦しようとする意欲の向上に取り組んだ事例 

■取組のポイント 

 

 
○ 生徒の理解や習熟の程度を考慮した指導として、適切な難易度のある課題を設定した。 

○ 生徒一人一人の学力を向上させることを目指し、話合い活動を重視した授業を行った。 

まとめ 

◆ 複数の知識・技能を関連付けて解決を図る必要

がある問題など、難易度の高い課題を、いつ、ど

のような場面で提示するか、話合い活動で教師は

どのような役割を果たすべきかなどを、生徒の実

態を踏まえ検討することが大切です。 
◆ 思考力・判断力・表現力を育てるためには、全教

員が同一歩調で実践することが重要です。 

■学校の概要 

広大な田園が広がり、酪農農家も点在する農村地帯に

位置する小規模校である。三世代同居の家庭も多く、学

校には協力的である。 
社会と数学が県平均を大きく上回っているほか、挨拶

や片付けなどの生活習慣、家庭学習や読書への取組はお

おむね良好であるが、発表する、聞くことなどには課題

が見られる。 

 

■取組の内容 

 この学校では、とちぎっ子学習状況調査結果の分析に

基づき、年間指導計画の見直しを行った。さらに、授業

改善に取り組むとともに、それらを定期テストに反映さ

せることで、指導と評価の一体化を図ろうとしている。 

１ とちぎっ子学習状況調査の分析 

学習面において県平均は上回っているものの、資料の

活用や思考力・判断力・表現力に関する問題に課題が見

られる。 

２ 年間指導計画等の見直し 

(1) 各教科部会において、思考力・判断力・表現力につ

いて、重点的に指導する単元を位置付ける。【資料】 

(2) 単元計画の中に、考える場、学び合いの場を具体的

に記入する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 定期テストで、授業との関連を図った思考力・判断 

力・表現力を問う問題を意図的に出題し、適切に評価

する。 

(4) 評価後、生徒にフィードバックすることで、評価を 
 生かして繰り返しの指導を行う。（フォローアップシ

ートの活用） 
３ 授業改善の検証 

日頃から、各教科で授業づくりを工夫し、お互いの授

業を見せ合うほか、授業研究会を通して、教師の指導力

（授業力）を高めている。 

〔授業改善の視点～学力向上改善プランとの関連～〕 

(1) ねらいの提示と振り返りの実践 

(2) 学習課題の工夫 〔⇒提案授業 *1〕 

（資料を活用して解決したり、思考力・判断力・表現力

を高めたりする課題） 

(3) 発問、板書、ノート指導の工夫 

(4) 考える場・学び合いの場の設定 〔⇒提案授業 *2〕 

（「一人学び」 ⇒ ペア・グループ学習） 

(5) 教師の表情、口調、励ましや賞賛などの個に応じた

言葉かけの工夫 

〔提案授業〕 

(1) 実 施 日  １１月１８日 

(2) 学年・教科   １年・数学 

(3) 単 元 名  平面図形 

(4) 本授業における学力向上改善プランとの関連  

① 平面図形の導入において、折り紙を利用した操作

的活動を通して、数学的に図形の移動を見い出した

り、視覚的に図形の性質を理解したりできるように

させる。〔*1〕 

② 小集団での学び合いを大切にするため、その前段

階である「一人学び」の時間を充実させる。〔*2〕 
 
 
 

 

 ４ 授業改善                                       

事例５ 〔中学校〕「思考力・判断力・表現力」について重点的に指導する単元一覧を作成して取り組んだ事例 

■取組のポイント 

 

 
○ 思考力・判断力・表現力について重点的に指導する単元を位置付けるなど、年間指導計画の修正を図った。 

○ 修正した年間指導計画に基づき、単元計画に考える場や学び合いの場を記し、授業づくりに反映させた。 

○ 重点化を図った思考力・判断力・表現力に関する内容等を定期テストに反映させ、評価・改善につなげた。 

まとめ 

◆ 調査結果の分析に基づき、年間指導計画を見直

し、重点的に指導する単元を位置付けることで、

指導方法等の情報を共有しながら学校全体で授業

改善に取り組むことができます。 

◆ 定期テストの中に、授業で取り扱った思考力・

判断力・表現力を問う問題を意識的に取り入れる

ことで、指導と評価の一体化が図られ、指導の改

善につながっています。 

【資料】 

18

� 18 �

19

� 19 �



2015.3.7　学力向上実践事例集　20 2015.3.7　学力向上実践事例集　21

■学校の概要 

農村部に位置している中規模校で、文武両道を実践

し、小中連携の充実にも取り組んでいる。教科に関す

る調査では、理科の平均正答率は県平均を大きく上回

っており、他の教科は県平均程度である。生徒質問紙

では肯定的な回答が目立つ。 

 また、「授業改善なくして学力向上なし」として、

校長が強いリーダーシップを発揮している。 
 

■取組の内容 

１ 全校での共通理解 

この学校では、秋田県などの先進的な取組のよさを、

校長はじめ多くの教員が収集・検討し、できることか

ら日々の教育実践に取り入れようとしている。「何を

学習するか」の明確化、学ぶ意欲の向上を目指す課題

の工夫、自分で考える時間の十分な確保、教師の発問

の工夫、つぶやき・表情を見逃さずに笑顔で生徒に接

することなどの取組を全校体制で常に実践している。 

生徒が自己有用

感や自信をもって

発表できるように

するため、一人一

人の生徒を大切に

した指導を行って

いる。例えば、し

っかりと自分の考

えをもたせたり、ペア学習・グループ学習での話合い

を充実させたり、スモールステップのワークシート等

を活用し達成感を味

わわせたりしている。 
２ 校内授業研究会 

(1) 研究授業 

生徒質問紙で課

題のある教科を中

心に、授業参観の視

点を明確にした研

究授業を行ってい

る。参観の視点は、

当該学年所属の教

員が学級の実態を

分析して決定する。

参観者は、焦点化が図られた参観の視点に基づき、

一人一人の生徒を観察する。 
(2) 授業研究会 

  授業研究会は本年度から年３回、教科の枠を超え、

学年ごとに行っている。ＫＪ法的手法を用いて数人

で効果的に取り組んでいる。研修内容の統一を図る

ために、研修資料を作成し、その内容に沿って研修

を進めている。 
【研修計画 抜粋】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
時間を有効に使

い、互いに発表し合

うことを大切にし、

教師の指導力の向

上・学業指導の充実

を図ろうとしてい

る。 

 ４ 授業改善                                                                       

事例７ 〔中学校〕生徒質問紙で課題のあった項目を意識し、授業改善に取り組んだ事例 

■取組のポイント 

 

 
○ 生徒質問紙で課題のあった項目の克服を意識した研究授業を実践した。 
○ 指導力の向上を目指し、教科の枠を超えて少人数でＫＪ法的手法による授業研究会を行った。 
○ 校長の強いリーダーシップの下で授業改善に取り組んだ。 

まとめ 

◆ 視点を明確にして授業を参観することにより、

授業研究会の際、協議内容を絞ることができるの

で、効率的に協議することができます。 
◆ 教科の枠を超えて授業研究会を実施することに

より、どの教科にも共通する授業改善のポイント

が明らかになります。具体的な個別の取組を一般

化する際にＫＪ法的手法は有効です。 

■学校の概要 

各学年１学級の小規模校である。学力向上の具体的

な手立ての一つとして「家庭学習の充実」を挙げ、各

種たよりを発行している。家庭学習の目的や取組の例

を示し、学習意欲の向上や学力向上につながる学習環

境づくりを学校と家庭の連携のもとに取り組んでいる。 
 

■取組の内容 

調査結果の分析に基づく「学力向上改善プラン（3）
保護者の理解・協力」の具体的な取組として、「家庭

学習の手引き」を使用して児童への指導を行うととも

に、保護者向けの資料を

複数作成し、啓発を行っ

た。 
１ 「家庭学習のすす

め」の作成 

学校の取組を保護者

へ周知するとともに、家

庭の理解・協力を得るた

めに、「家庭学習の目的、

家庭学習のポイント、家

庭を学びの環境にする

ための提案」を掲載した。 
２ 「家庭学習の手引」を作成 

「家庭学習のすすめ」を受け、指導項目を統一し各学

年の児童の実態に応じた「家庭学習の手引」を作成した。 
３ 「学習指導だより」の発行 

毎月、学力向上担当者が発行し、「学年の発達段階

による家庭学習に向かう理想の姿」や「家庭学習３つ

のポイント」などの内容で、保護者を啓発した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４ 「家庭学習がんばりカード」の実施 

児童が自分でチェッ

クする「家庭学習がんば

りカード」への保護者の

感想や意見を記入する

欄を設けた。 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

５ 学年だよりによ

る家庭学習の取組

状況の紹介 

「家庭学習がんばり

カード」に記入された

保護者の感想や児童

への励ましのコメン

トを学年だよりで紹

介することで、子ど

もへの関わり方等を

保護者に提案した。 
 
 
 
 
  

 

 

 

 

 
「家庭学習がんばりカード」の実施について 

○○小学校 
１ 目的 

  児童が自分の家庭学習の様子を振り返り、今後に生かす材料とするととも

に、保護者の見守りの意識を高める。 

 

２ カードの実施期間 

  基本的には毎月最後の１週間 

  ９月は、９月３０日（火）から１０月６日（月） 

 

３ カードの回収及び処理について 

  担任が集めて、コメントを書き、本人に返却する。 

 

４ その他

  個人の実態に応じて、家庭学習の仕方について個別に支援を行なう。 

 ５ 家庭との連携                                                                     

事例１ 〔小学校〕保護者への啓発資料などを工夫し、家庭学習の充実を図った事例 

■取組のポイント 

 

 
○ 家庭学習で「学ぶ力」を育てるために「家庭学習のすすめ」を保護者に配付した。 
○ 家庭学習の意義や必要性、取組のポイント、子どもへの関わり等を保護者に提案した。 
○ 保護者を巻き込んだ家庭学習の推進で家庭の教育力向上を促した。 

まとめ 

◆ 学力向上の３本柱の一つである「保護者の理

解・協力」について、今までそれぞれの学年独自

の方法・内容で実施していたものを全校体制で見

直したことで、発達の段階を意識した取組にな

り、効果を上げています。 

◆ 学校の取組を保護者に様々な方法で周知する

ことで、「家庭学習」に対する保護者の意識が変

わり、さらに子どもの学習意欲の向上というよい

影響が現れています。 

」の実施について
○○小学校

児童が自分の家庭学習の様子を振り返り、今後に生かす材料とするととも

９月は、９月３０日（火）から１０月６日（月）

担任が集めて、コメントを書き、本人に返却する。
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■学校の概要 

農村部に位置している中規模校で、文武両道を実践

し、小中連携の充実にも取り組んでいる。教科に関す

る調査では、理科の平均正答率は県平均を大きく上回

っており、他の教科は県平均程度である。生徒質問紙

では肯定的な回答が目立つ。 

 また、「授業改善なくして学力向上なし」として、

校長が強いリーダーシップを発揮している。 
 

■取組の内容 

１ 全校での共通理解 

この学校では、秋田県などの先進的な取組のよさを、

校長はじめ多くの教員が収集・検討し、できることか

ら日々の教育実践に取り入れようとしている。「何を

学習するか」の明確化、学ぶ意欲の向上を目指す課題

の工夫、自分で考える時間の十分な確保、教師の発問

の工夫、つぶやき・表情を見逃さずに笑顔で生徒に接

することなどの取組を全校体制で常に実践している。 

生徒が自己有用

感や自信をもって

発表できるように

するため、一人一

人の生徒を大切に

した指導を行って

いる。例えば、し

っかりと自分の考

えをもたせたり、ペア学習・グループ学習での話合い

を充実させたり、スモールステップのワークシート等

を活用し達成感を味

わわせたりしている。 
２ 校内授業研究会 

(1) 研究授業 

生徒質問紙で課

題のある教科を中

心に、授業参観の視

点を明確にした研

究授業を行ってい

る。参観の視点は、

当該学年所属の教

員が学級の実態を

分析して決定する。

参観者は、焦点化が図られた参観の視点に基づき、

一人一人の生徒を観察する。 
(2) 授業研究会 

  授業研究会は本年度から年３回、教科の枠を超え、

学年ごとに行っている。ＫＪ法的手法を用いて数人

で効果的に取り組んでいる。研修内容の統一を図る

ために、研修資料を作成し、その内容に沿って研修

を進めている。 
【研修計画 抜粋】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
時間を有効に使

い、互いに発表し合

うことを大切にし、

教師の指導力の向

上・学業指導の充実

を図ろうとしてい

る。 

 ４ 授業改善                                                                       

事例７ 〔中学校〕生徒質問紙で課題のあった項目を意識し、授業改善に取り組んだ事例 

■取組のポイント 

 

 
○ 生徒質問紙で課題のあった項目の克服を意識した研究授業を実践した。 
○ 指導力の向上を目指し、教科の枠を超えて少人数でＫＪ法的手法による授業研究会を行った。 
○ 校長の強いリーダーシップの下で授業改善に取り組んだ。 

まとめ 

◆ 視点を明確にして授業を参観することにより、

授業研究会の際、協議内容を絞ることができるの

で、効率的に協議することができます。 
◆ 教科の枠を超えて授業研究会を実施することに

より、どの教科にも共通する授業改善のポイント

が明らかになります。具体的な個別の取組を一般

化する際にＫＪ法的手法は有効です。 

■学校の概要 

各学年１学級の小規模校である。学力向上の具体的

な手立ての一つとして「家庭学習の充実」を挙げ、各

種たよりを発行している。家庭学習の目的や取組の例

を示し、学習意欲の向上や学力向上につながる学習環

境づくりを学校と家庭の連携のもとに取り組んでいる。 
 

■取組の内容 

調査結果の分析に基づく「学力向上改善プラン（3）
保護者の理解・協力」の具体的な取組として、「家庭

学習の手引き」を使用して児童への指導を行うととも

に、保護者向けの資料を

複数作成し、啓発を行っ

た。 
１ 「家庭学習のすす

め」の作成 

学校の取組を保護者

へ周知するとともに、家

庭の理解・協力を得るた

めに、「家庭学習の目的、

家庭学習のポイント、家

庭を学びの環境にする

ための提案」を掲載した。 
２ 「家庭学習の手引」を作成 

「家庭学習のすすめ」を受け、指導項目を統一し各学

年の児童の実態に応じた「家庭学習の手引」を作成した。 
３ 「学習指導だより」の発行 

毎月、学力向上担当者が発行し、「学年の発達段階

による家庭学習に向かう理想の姿」や「家庭学習３つ

のポイント」などの内容で、保護者を啓発した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４ 「家庭学習がんばりカード」の実施 

児童が自分でチェッ

クする「家庭学習がんば

りカード」への保護者の

感想や意見を記入する

欄を設けた。 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

５ 学年だよりによ

る家庭学習の取組

状況の紹介 

「家庭学習がんばり

カード」に記入された

保護者の感想や児童

への励ましのコメン

トを学年だよりで紹

介することで、子ど

もへの関わり方等を

保護者に提案した。 
 
 
 
 
  

 

 

 

 

 
「家庭学習がんばりカード」の実施について 

○○小学校 
１ 目的 

  児童が自分の家庭学習の様子を振り返り、今後に生かす材料とするととも

に、保護者の見守りの意識を高める。 

 

２ カードの実施期間 

  基本的には毎月最後の１週間 

  ９月は、９月３０日（火）から１０月６日（月） 

 

３ カードの回収及び処理について 

  担任が集めて、コメントを書き、本人に返却する。 

 

４ その他

  個人の実態に応じて、家庭学習の仕方について個別に支援を行なう。 

 ５ 家庭との連携                                                                     

事例１ 〔小学校〕保護者への啓発資料などを工夫し、家庭学習の充実を図った事例 

■取組のポイント 

 

 
○ 家庭学習で「学ぶ力」を育てるために「家庭学習のすすめ」を保護者に配付した。 
○ 家庭学習の意義や必要性、取組のポイント、子どもへの関わり等を保護者に提案した。 
○ 保護者を巻き込んだ家庭学習の推進で家庭の教育力向上を促した。 

まとめ 

◆ 学力向上の３本柱の一つである「保護者の理

解・協力」について、今までそれぞれの学年独自

の方法・内容で実施していたものを全校体制で見

直したことで、発達の段階を意識した取組にな

り、効果を上げています。 

◆ 学校の取組を保護者に様々な方法で周知する

ことで、「家庭学習」に対する保護者の意識が変

わり、さらに子どもの学習意欲の向上というよい

影響が現れています。 

」の実施について
○○小学校

児童が自分の家庭学習の様子を振り返り、今後に生かす材料とするととも

９月は、９月３０日（火）から１０月６日（月）

担任が集めて、コメントを書き、本人に返却する。
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■学校の概要 

  全学年１学級の小規模校である。学校が立地する地

域は、かつて宿場町としてにぎわい、街道筋には商家

が並び、今でも昔の伝統や文化を漂わせている。  
学校は地域住民の心の拠り所となっており、地域や

保護者は学校に協力的である。三世代同居の家庭が多

く、児童は落ち着いた家庭環境の中で生活している。 
 

■取組の内容 

 今年度は学力向上推進の核となる担当者に教職経験

の豊かな人材を抜擢し、学校全体の取組の活性化を図

っている。従前より行われていた小中連携の取組に加

え、学力向上担当者を中心に、家庭との連携を図り、

家庭学習の習慣化などの学校全体で組織的な取組を実

践している。 

１ 「家庭学習の進め方」の活用 

家庭学習の習慣化を 

図り、自主学習を勧め 

るために小学校・中学 

校が連携して「家庭学 

習の進め方」を作成し、 

活用している。小学校 

１年生から中学校３年 

生までの各学年におい 

て、学習時間の目安や 

取り組む際の約束事な 

ど、統一した内容とな 

っている。この取組は 

平成２１年度の市教育 

委員会の研究指定から継続して行われている。 

２ ノーメディアデーと読書の推奨           

この学校では長年、家庭でのテレビやビデオの視聴

時間、パソコンやスマートフォンでのゲームの時間の

使い方についての取組「ノーメディアデー」を週１回

実施している。    【「図書館だより」より抜粋】 

 

 

 

 

 

 

単にテレビ等を見な

いようにするのではな

く、その時間に「親子読

書」を推奨している。    

また、読書を推奨する

取組として「親子読書リ

レー」を今年度から行っ

ている。読んだ本に対す

る児童のコメントに保

護者がコメントを付け

ることで、一つの本を話

題として家庭での話合

いが行われている。 

家庭における時間の

使い方に関して、今年度

は県教育委員会が作成

した保護者用リーフレ

ット「家庭でできる学力

アッププロジェクト」を

学校だよりや学年部会

等において活用するこ

とで啓発している。 

３ 基本的な生活習慣 

家庭と連携した「早

寝・早起き・朝ご飯・ハ

ンカチ・歯磨き・正しいマナー」運動を行っており、

基本的生活習慣が大幅に改善されてきている。特に「早

寝」・「早起き」などの時間の管理が定着している。 

 学力向上担当者を中心に学校全体で「とちぎっ子学

習状況調査」を再度実施した結果、「保護者との会話」

に改善が認められた。学校だよりや学年部会で、保護

者へ家庭における会話の機会の確保や話しかけなど

の働きかけを行ってきた効果であると考えられる。 

 ５ 家庭との連携                                     

事例２ 〔小学校〕小・中学校が協力して資料を作成するなど、特色ある取組で家庭との連携を図った事例 

■取組のポイント 

 

 
○ 小学校と中学校が連携して家庭学習に関する資料を作成し、家庭学習の習慣化などの取組を推進した。 

○ 学校だよりや学年部会等により、家庭での時間の使い方について啓発活動を進めた。 

まとめ 

◆ 小学校と中学校で共通する資料を作成し、活用す

ることは、保護者に対して一貫した指導方針を伝え

ることができるので効果的な取組といえます。 

◆ 単にテレビ等の視聴やゲームの時間を制限する

とういうことではなく、生み出された時間を有効に

活用する手立てを示すことが大切です。 

授業研究会資料（１１

 

 

授業研究会資料（１１月２０日

 

 

■学校の概要 

市の中心部に位置する中規模の小学校である。 

 とちぎっ子学習状況調査では、各教科とも県平均正

答率を上回っている。家庭学習については、休日の家

庭学習の時間が短いなどの課題がある。また、テレビ

の視聴時間やゲームで遊ぶ時間が長いという課題が見

られる。 

 

■取組の内容 

１ 家庭学習プロジェクトによる家庭学習の定着・習

慣化 

(1) 年度当初における家庭への協力依頼 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 家庭学習強化週間の実施（年２回） 

家庭学習に 

ついて児童に 

達成感をもた 

せ、児童・保 

護者双方の家 

庭学習に対す 

る意識の向上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【２回目の家庭学習強化週間で使用した３年生用家庭学習カー

ドの一部】 

 

２ 自主学習帳の指導についての校内研修 

 ・目的 自学帳の指導により児童の学力の定着に成

果を上げている教員を中心に、実施上の留

意点等の共通理解を図る。  

・参加者 校長、教頭、教務主任、各担任、養護教

諭、非常勤講師等 ２０名 

・時間 １時間３０分 

・内容 宿題から自学帳に切り替えた経緯、宿題と

の違い、続けるこつ、課題について、実践

に基づいた情報の提供及び質疑  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【４年生のときから自学に取り組んでいる児童が、５年生の６月

に書いた自主学習帳】 

 

 
まとめ 

◆ 校内研修の場などにおいて、全校で取り組むこ

との共通理解や具体的な実践の方法の確認を行っ

たことで、指導の徹底が図られています。 

◆ 家庭と連携した自主学習の取組は、主体的に学

ぶことのできる児童を育てる上で効果的です。 

 ５ 家庭との連携                                                                       

事例３ 〔小学校〕家庭学習プロジェクトなどの取組により、家庭学習の習慣化を図った事例 

■取組のポイント 

 

 
○ 子ども一人一人の「自らの学び」を育てる本校独自の取組を推進した。 
○ 自学帳（自主学習帳）を活用して家庭学習の習慣化を図った。 
○ 発達の段階に応じた自主学習の進め方を家庭に周知した。 
 

に役立てるため、年２回実施した。 

〔内容〕 

① 児童の発達の段階、授業の進度、実態等に合

わせた家庭学習のメニューを用意する。 

② 児童に達成感をもたせ、児童・保護者の学習

に対する意識の向上に役立てるために、次のよ

うな方法を選んで行う。 

・ スタンダードダイアリーへの時間の記入 

・ 家庭学習カード 

・ 自学帳のチェック 
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■学校の概要 
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■学校の概要 

農村部にある小規模校である。教科に関する調査で

は、全ての教科で県の平均正答率を上回る結果であり、

生徒質問紙調査結果では肯定的な回答が目立つ。 

 校長が強いリーダーシップを発揮し、学力向上に関

する目標を示している。 
 

■取組の内容 

１ 全校での共通理解 

(1) 家庭学習の習慣化やその内容の充実を目指して、

家庭で行った自主学習ノートを毎日担任に提出し、

担任が確認する。 

  自主学習ノートの質的向上を図るため、優れた内

容のものを掲示している。年度当初は、１年生の廊

下の壁には２年生のものを、２年生の廊下の壁には

３年生のものを掲示した。夏休み後は、学級ごとに

掲示している。掲示されている自主学習ノートは、

質的に優れたものだけでなく、量的に努力したもの

もある。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

(2) 学校経営のグランドデザイン（学校教育目標、

経営方針、努力点等をＡ４版１枚にまとめたもの）

作成に当たり、前年度の学校評価等を参考にして、

努力点、全ての教師評価、生徒評価に高い数値目

標を設定する。 
さらに、本年度のキーワードの一つに「○チャ

レを通して生徒一人一人の良さを認め伸ばす」を

位置付けている。教職員・保護者・生徒にも配付

することで、取組の周知徹底を図っている。 

２ ○チャレ 

１週間ごとに各学年２名の生徒、合計６人が、以下

の２つを「○チャレ」と称して実践している。１年間

で生徒全員がこの活動を実践することとなる。期間中

は活動している生徒の氏名と活動内容が職員室前に

掲示されるため、教職員だけでなく全校生徒も活動し

ている生徒名が分かり、全校を挙げての取組となって

いる。この取組は保護者からも好評である。 

(1) 自主学習ノートを校長、教頭、教務主任に提出し、

直接指導を受ける。 
(2) 自分で選択したボランティア活動を実践する。

例：朝、落ち葉はきを行う。朝、トイレ掃除を行う。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 ５ 家庭との連携                                                                       

事例４ 〔中学校〕自主学習ノートの指導に力を入れ、家庭学習の習慣化を図った事例 

■取組のポイント 

 

 
○ 自主学習ノートの充実を目指して全校体制で指導に当たり、家庭学習の習慣化を図った。 

○ 学校独自の活動「○チャレ」によって、確かな学力の育成を図るとともに、保護者の理解・協力が得られ

た。 

まとめ 

◆ 担任だけで自主学習ノートの指導を行うのでは

なく、学校全体で指導に当たることで、家庭学習

の習慣化や質的な充実を図ることにつながってい

ます。 
◆ 学校独自の活動である「○チャレ」を継続的に

実践することで、確かな学力の育成や心豊かな生

徒の育成が図られ、学校全体で一人一人の生徒の

よさを認め伸ばしていく気運が醸成されていま

す。また、これらの取組を通して保護者の理解・

協力にもつながっています。 

保護者からのコメント

が書いてあります。 校長からのコメント 

印  

印  印  印  

印  

印  印  印  印  印  印  印  印  印  印  

印  

校長、教頭、教

務主任の印が押

してあります。 

印  

Ⅳ 資料 

〔調査結果分析シート〕 
 調査結果の分析は、指導の改善策を効果的に実行するために欠かせないものです。派遣指定校

に学力向上アドバイザーが提供した分析資料の例を紹介します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  以下、社会のこと、各教科に関する質問項目が続きます。 

 
本資料は、網掛け部分に「とちぎっ子学習状況調査」のデータＣＤに収録された一部のデータ

をコピー＆ペーストすることで、自校の強み、課題を把握することができる表計算シートです。 
なお、平成２７年度はこのシートを全校で活用していただけるよう、７月上旬までに平成２７

年度調査に対応した表計算シートを県教育委員会のホームページに掲載する予定です。 
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〔原因追及チャート〕 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
本資料は、静岡大学 村山功教授が作成した「原因追及チャート」を基に、とちぎっ子学習状

況調査の結果を分析することができるよう修正したものです。校内研修の際に全教員で調査結果

を分析する際などに活用できます。 
なお、平成２７年度は全校で活用していただけるよう、７月上旬までに平成２７年度調査に対

応するものを県教育委員会のホームページに掲載する予定です。 
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〔原因追及チャート〕 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
本資料は、静岡大学 村山功教授が作成した「原因追及チャート」を基に、とちぎっ子学習状

況調査の結果を分析することができるよう修正したものです。校内研修の際に全教員で調査結果

を分析する際などに活用できます。 
なお、平成２７年度は全校で活用していただけるよう、７月上旬までに平成２７年度調査に対

応するものを県教育委員会のホームページに掲載する予定です。 
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